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表 紙

日産の座間工場は、同社の主力組立工場として、サニーをはじめとする車種が製造されたが、バブル崩壊

後の1995年に、リストラの一環として自動車生産工場としては閉鎖された。現在は、日産の座間事業所に改

名し、自動車生産の為の型・治工具・設備・電子機器の生産設計開発及び製造や、電気自動車のリチウムイ

オンバッテリーの開発・生産などを行っている。
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と言えば、やはりパダノ＝

ヴェネタ平野の存在であろ

う。構造平野などの侵食地

形を流れる河川が多いヨー

ロッパの中で、アルプス山

脈などを水源とし、流域に

46,000㎢にも及ぶ堆積平野

を形成しているポー川はや

はり特異な存在である。パ

ダノとは、ラテン語でポー

川を意味するPadusを語源と
する名称であり、ポー川流

域の地域を意味している。

ヴェネタとは現在のヴェネ

ト州周辺地域を意味し、本

来、この地域はポー川でな

く、ポー川と並行して流れ

北イタリアの「自治都市」を巡る
福元 雄二郎（神奈川大学附属中・高等学校）

はじめに

高等学校で地理の授業を扱う際に、北イタリ

アは不可欠な地域である。現行の学習指導要領

地理Ｂの大項目(２)現代世界の系統地理的考察

の中項目(イ)で、農業や工業分野の事例地域と

して北イタリアはまずはずせない。また、中項

目(ウ)の中で、都市の歴史的発展過程の説明と

して、北イタリアの「自治都市」を授業で挙げ

る先生方も多いのではないだろうか。一昨年、

昨年と２年連続して夏季休暇を利用して北イタ

リアを巡る旅行を企画した。その時に得られた

見聞も踏まえて、北イタリアに関するいくつか

の所見を本稿で紹介させて頂く。先生方の授業

に少しでも役立てていただければ、幸いである。

１．北イタリアの概要

北イタリアといっても、どこまでを北イタリ

アと呼ぶのだろうか。歴史的に扱う場合、トス

カーナ州のフィレンツェなども含めて北イタリ

アとする場合もあるようであるが、現在のイタ

リアの行政区分においては、ヴァレ・ダオスタ、

ピエモンテ、レグーリア、ロンバルディア、ト

レンティーノ＝アルト・アディジェ、ヴェネト、

エミーリオ・ロマーニャ、フリウリ・ヴェネツ

ィア・ジュリアの計８州からなる地域を指す(図

１参照)。さらにこの８州は、統計区分的にヴァ

レダオスタ、ピエモンテ、レグーリア、ロンバ

ルディアの４州からなる北西部と、それ以外の

４州からなる北東部に区分される。また、８州

の中で３州は、「特別自治州（もしくは自治州）」

に指定されている。「特別自治州」とは、イタリ

ア憲法で規定された行政単位であり、一定の分

野において独占的な立法権を有するほか、付加

価値税を除く国税の一定配分を受けることが出

来る州となっている。ちなみに、ヴァレ・ダオ

スタ特別自治州では、イタリア語の他にフラン

ス語、トレンティーノ＝アルト・アディジェ特

別自治州では、イタリア語とドイツ語、そして

スイスで使用されているロマンシュ語と同じレ

ト・ロマン語群に属するラディン語の併用が認

められている。フリウリ・ヴェネツィア・ジュ

リア特別自治州ではイタリア語の他に、ラディ

ン語同様にレト・ロマン語群に属するフリウリ

語、そしてスラブ語系のスロヴェニア語が併用

されている。イタリアも多言語国家なのである。

北イタリアの自然環境分野で特記すべきこと

図１ 北イタリア概略図
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るイタリア第二の河川、アディジェ川流域の平

野に属するが、この両者を連続した自然環境と

みなし、パダノ＝ヴェネタ平野と称している訳

である。ちなみに、ロンバルディア平原という

名称は、厳密に言えばロンバルディア州周辺の

ポー川中流域の左岸にあたる地域を指している。

北イタリアは水系的に、地中海に面したレグー

リア州以外はほぼ全ての州の河川がアドリア海

に注いでいる。これらの中で、アルプス山脈を

水源とするいくつかの河川には流域に氷河湖が

点在する。特にガルダ、マッジョーレ、コモの

３湖は規模が大きく、湖岸周辺には北イタリア

でも屈指の保養地が形成されている。

次に人口に目を向けてみよう。イタリアの人

口動態に関して言えば、死亡率が出生率を上回

っていることは、地理の授業を担当されている

先生方なら周知の点であろう。イタリアの人口

の自然増減率は、日本に先行して1990年代から

マイナスに転じている。しかし、イタリアの常

住人口は現在でも増加傾向にあり、人口減少が

始まるのは2020年代以降と推定されている。イ

タリアの人口減少に歯止めをかけているのが、

海外からの移民や労働者の移入による人口の社

会増加現象である。1990年頃には、国内に50万

人にも満たなかった外国籍の人口は、2000年代

以降になって急増を初め、2009年末には約420万

人台まで急増した(図２)。このような外国籍の

人口急増の背景には２つの要因が考えられる。

１つ目がドイツの移民政策の転換である。1970

年代の中頃に人口の自然増加がマイナスに転じ

たドイツでは、比較的に寛容な外国人の移入政

策を行ってきた。しかし1990年代になると、東

西冷戦の終結に伴う東欧諸国からのドイツ系移

民の急増や、2001年に起きた同時多発テロの影

響もあり、移民の入国制限や入国後のドイツ社

会への統合(同化)政策の実施を軸にした移民法

が2005年に制定され、外国人の移入が従来より

も厳しく制限されるようになった。この結果、EU
内に流入する外国人の流れに変化が生じ、ドイ

ツに代わってイタリアへの流入数が増大したの

である。もう１つの要因が2004年から始まる東

欧諸国のEUへの加盟である。特に東欧諸国内で
も所得の低い南部諸国に近接しているイタリア

の地理的な位置は重要である。2011年に実施さ

れたイタリアの国勢調査によれば、同年の12月

末現在、イタリア在住の外国人の国籍で最も多

いのがルーマニア(約82万人)、第２位がアルバ

ニア(約45万人)となっており、この東欧２カ国

だけで、全体の約32％を占めている。州別で比

較すると、第１位はミラノを抱えるロンバルデ

ィア州で、約98万人が居住しており、実に州人

口の10人に１人が外国籍となっている。第２位

図２ イタリア在住の外国人登録者数の推移 図３イタリアの州別平均所得(一世帯あたり・2012)

いずれもISTAT(イタリア統計局)資料より作成

11 19

83 98
125

153 171 187
215

242 261

11 17

51
57

74

88
96

107

129

147
163

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450
万人

北部 北部以外



- 4 -

は首都のローマが位置するラッツィオ州(約50万

人）であるが、第３位以下は、ヴェネト、エミ

ーリオ・ロマーニャ、ピエモンテと北部の各州

が続き、外国籍人口全体の約62％にあたる約 26

1万人が北部に居住している。このようなイタリ

ア北部への外国人の集住傾向は、勿論、イタリ

ア国内の地域的な経済格差が関係している。図

３は、一世帯あたりの平均所得(2012年)を州別

に比較したものである。州別で平均所得が最も

高いのは、トレンティーノ＝アルト・アディジ

ェ特別自治州(特に通称南チロルと呼ばれるドイ

ツ語系住民の割合が高い北部のボルツァーノ自

治県の平均所得は36,000€に達する)とロンバル
ディア州で、共に34,000€を超えている。これに
対して所得が低いのがシチリア州の20,897€、次
でバジリカータ州の23,108€と南部の州が続き、
前者との間には実に10,000€以上の格差が生じて
いる。このような南北の経済格差を是正するた

めに、イタリア政府は長期にわたって財政的な

投資・援助を南部に行ってきた。特に1950年代

から1960年代にかけて行われた「バノーニ計画」

は、地理の授業を担当されている先生方にはな

じみの深い用語であろう。しかしこのような政

策は南部の極一部の社会集団や北部の大企業を

潤すだけで、南部の貧困層にまで波及効果をも

たらしているとは考えがたい。2011年の統計に

よれば、同年末の失業者率はイタリア北部が５

％台にとどまっているのに対し、南部では13％

台にまで達している。特に15歳から24歳までの

若年層では失業率は実に40％以上にまで達し、

深刻な社会問題となっている。

このような状況の中で、北部の労働者層を中

心として、イタリア政府の政策や既存の政党に

対する不満は増大し、1991年にウンベルト・ボ

ッシを党首とする「北部同盟」が結成された。

「北部同盟」は中央集権国家から連邦制国家へ

の移行と外国移民の排斥を政策の柱として掲げ、

1992年に行われた総選挙では、下院(代議院)で

56議席、上院(元老院)で17議席の議席を獲得し

た。その後同党は、イタリア政権再編の中心と

なり、1994年の総選挙では、ベルルスコーニが

率いる「フォルツァ・イタリア」などとともに

中道右派連合の一躍を担う選挙戦を行い、結果

的に誕生した第一次ベルルスコーニ内閣では、

複数の大臣職を排出する与党第２党の地位にま

で躍進を遂げた。その後、「北部同盟」は政府

の地方分権政策が進まないことを理由に連立与

党から下野し、1996年には一方的に「パダーニ

ア連邦政府」の樹立を宣言する奇策に打って出

る。これが俗に言われる「パダーニア事件」で

ある。この事件以降、「北部同盟」は党内が「パ

ダーニア事件」を主導した急進派と穏健派など

に分裂を初め、その後、党首でカリスマ的な存

在であったウンベルト・ボッシによる党資金の

横領問題が発覚するなど、党としての求心力を

失っていく。2013年に実施された最新の総選挙

では、「北部同盟」は両院合わせて35議席を獲

得するのにとどまり、政治的発言力は後退した。

しかし、2009年に起きたギリシアの財政破綻問

題を端に発した緊縮財政政策や外国人の増加に

対する国民の不満は解消されたわけではなく、

「北部同盟」に見られた社会現象が一過性で終

わるとは考えにくい。2013年の総選挙で中道左

派の率いる民主党に次ぐ与党第２党に躍進した

「五つの星運動」も「北部同盟」同様に移民や

難民の移入に関して否定的な立場をとっている

党であり、昨年(2015年)から注目されている中

東難民のEUへの流入問題に対して、イタリア政
府が今後どのような立場をとっていくのかが注

目される。ちなみに、イタリアへの難民流入問

題はトルコ－ギリシア経由の難民ルートに先行

して、2013年頃から、「アラブの春」に端を発

してリビアやチュニジアなどからの北アフリカ

難民がシチリア島の南に位置するランペドゥー

ザ島へ流入を始めたことによって既に始まって

いる。昨年の夏、イタリア滞在中、テレビの報

道番組では連日のようにシチリア島に上陸する

難民の映像を流していたのが印象的であった。

２．イタリア北部の諸都市

次にイタリア北部の歴史について概略してみ

よう。イタリア北部はガリア人の住む地域とし

て、いち早く共和制ローマの属州(ガリア)とな

った地域で、ガリア・キサルピナと呼ばれた。

その範囲はアルプス山脈の南側から、アペニン

山脈の北麓とルビコン川を結ぶ線の間の地域で、

現在のパダノ＝ヴェネタ平野にレグーリア州を

含めた範囲に相当する。属州時代、この地域に

は主要街道として、エミリア街道が紀元前187年

に敷設され、街道沿いに現在のボローニャ、モ
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デナ、パルマといった都市が軍事的拠点として

建設された。地図で見るとこれらの都市は、南

東から北西方向へ直線上に配列されている。こ

の線は「衝突型」の「せばまる境界」にあたる

アペニン山脈北側の断層線と一致しており、い

わゆる「谷口集落」的な立地条件の所に、等間

隔に都市を建設していったことが推測される。

ローマの帝政移行後、ガリア・キサルピナはい

ち早く属州から本土へ組み込まれ、この地域の

ローマ化が進行した。西ローマ帝国の崩壊(紀元

476年)後、６世紀になるとこの地域には、アル

プス山脈を越えてゲルマン系のロンゴバルト(ロ

ンバルト)族が侵入し、ロンゴバルト王国が建国

される(現在のロンバルディアの語源となってい

る)。ロンゴバルト王国は、東ローマ帝国の支配

下にあったアドリア海の沿岸と、ローマ教皇領

などの一部を除き、ほぼイタリア全土まで支配

地域を拡大したが、ローマ教皇の依頼を受けた

カール大帝により制圧され、774年に滅亡した。

カール大帝は、ローマ教皇より西ローマ帝国の

正当な後継者としてローマ皇帝の号を戴冠され

る。この歴史的な出来事が、その後の北イタリ

アの歴史を運命づけたと言っても良い。何故な

らば、フランク王国分裂後、北イタリアは、神

聖ローマ帝国やフランス王国などによって度々、

その支配の「正当性」を根拠に侵略を受けるこ

とにより、約1000年の長きに渡って単一の政治

組織にまとまることがなく、この地域独自の複

雑な歴史的「重層性」が形成されたからである。

10世紀以降になると、北イタリアの諸都市は

交易を通して商業都市として発展を遂げるよう

になったが、12世紀になるとその富を狙って度

々、神聖ローマ帝国が侵略を試みるようになる。

これに対して、北イタリアの諸都市はローマ教

皇の宗教的な権力も巧みに利用しながら、「ロ

ンバルディア同盟」と呼ばれる軍事同盟を結び、

神聖ローマ皇帝の権威を認める代わりに自治権

を獲得していったのである。しかし、15世紀末

になると今度はフランスが介入するようになる。

イタリア戦争と呼ばれるこの出来事は断続的に

16世紀中頃まで繰り返され、当時、ルネッサン

スの最盛期にあった北イタリアの諸都市は内部

分裂し、抗争を繰り返すことで弱体化していっ

たのである。その後、この地域はハプスブルグ

家やナポレオンの支配を経て、19世紀中頃、よ

うやくサルディーニャ王国によって地域的な統

一が達成された(サルディーニャ王国に関しては

地理紀要27号に掲載させていただいた『サヴォ

イア地方を巡る』を参考にして頂きたい）。

(１) ミラノ

ロンバルディア州の州都であるミラノは言う

までもなく、現在、首都ローマに次ぐイタリア

第２の都市に発展している。イタリアの諸都市

の歴史的な人口推計には諸説あり、正確な人口

数は確定できないが、ルネッサンスの最盛期に

あたる1500年のミラノの人口は、おおよそ10万

人であったと考えられ、ミラノの最大のライバ

ルであったヴェネチアの人口数とほぼ等しいが、

当時、イタリア国内で最大の人口を有していた

ナポリ王国の首都ナポリ(15万人)には及ばない。

イタリア王国への統一が達成された1861年に、

第１回目のイタリア国勢調査(センサス)が行わ

れているが、この時点でも国内第１位の都市は

ナポリ(約48万人)であり、ミラノの人口はその

半分の約28万人に過ぎない。ミラノの人口が急

増を始めるのは急速な工業化が進んだ20世紀に

なってからのことである。その後ミラノの人口

は1970年代に170万人代までに達し、頂点を迎え

るが、1980年代になると、高齢化や郊外への人

口転出などにより減少に転じ、2013年の時点で

は約132万人となっている。

ミラノのシンボルとなっているのが、旧市街

地のほぼ中央に位置しているドゥオーモ

(Duomo)＝大聖堂である。この壮大な建造物は、
1386年にミラノ公国の領主となるヴィスコンテ

ィ家の依頼によって建設が始められ、完成した

のは実に500年後の1887年のことである。ミラノ

は1943年に連合軍の空襲を受けているが、ドゥ

オーモは空爆の対象から外されたこともあり、

大きな被害を受けることもなかった。カトリッ

クの教会としては、ヴァチカンのサンピエトロ

大寺院に次ぐ規模を誇るこの建造物はミラノ観

光の中心にあり、レオナルド・ダ・ヴィンチ作

の「最後の晩餐」があるサンタ・マリア・デッ

レ・グラツィエ教会やヴィスコンティ家の居城

であり城塞としても利用されたスフォルツァ城、

世界のオペラの殿堂として名高いスカラ座など、

ミラノ市内の歴史的な見所はほぼ全てがここか

ら徒歩で見学可能な範囲に収まっている。ドゥ

オーモ前広場とスカラ座前広場はヴィットーリ
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オ・エマヌエーレ２世のガッレリアと呼ばれる

アーケードで結ばれている。19世紀の中頃に作

られたこのアーケードは鉄とガラスで出来た構

造物で、当時のヨーロッパで流行した最新のデ

ザインを取り入れたものである。高級ブティッ

クやレストランなどが建ち並ぶアーケードは常

に観光客で溢れているが、特に中国からの団体

観光客の姿が多く見られた。ちなみにダヴィン

チの「最後の晩餐」は、絵画の劣化を防ぐため

に入場制限をしており、基本的に「当日券」は

販売されていない。「最後の晩餐」を見るために

は事前にインターネットで予約が必要となるが、

「最後の晩餐」に限らず、フィレンツェのウフ

ィッツィ美術館のようなイタリア観光の「お目

当て」となっている見学地は、どこも「当日券」

を求める観光客で長蛇の列となるので、事前に

インターネットでチケットを購入していった方

が時間の無駄がなく無難である。

ミラノの旧市街地には、二重の環状道路があ

り、この都市の歴史的な発展過程をある程度、

読み取ることが出来る。内側の環状道路は、12

世紀の「ロンバルディア同盟」当時にあった城

壁にあたる部分で、市街地はほぼ半径１kmの円
内に収まる(図４－１)。外側の環状道路は、そ

れ以降の市街地拡大により、ルネサンスの最盛

期となる16世紀に「ミラノ公国」によって作ら

れた城壁部分にあたり、スフォルツァ城がその

一翼を担っている(図４－２)。この図を詳しく

見てみると、旧城壁の多くの部分が取り壊され

図４－１ 1158年のミラノ 図４－２ 1573年のミラノ

いずれもWikimedia Commons より引用

ているが、城壁を囲んでいた堀はそのまま残さ

れており、運河として利用されていたことが判

る。運河を兼ねた堀は新たな城壁を囲むように

も建設され、かつてのミラノは、まさに「運河

の町」であった。その後1840年代になって、残

存していた城壁の外側に複数の鉄道のターミナ

ルが建設され、その周辺の市街地化が進むと、

城壁は取り壊され、運河の多くも埋め立て(もし

くは暗渠化)されていった。旧市街地の南側にあ

るテイチネーゼ門の近くに残るナヴィリオ運河

が唯一、かつてのミラノの面影を残す場所とな

っているが、現在この地区は多くのレストラン

が建ち並び、観光客だけではなく、ミラノの人

々にとっても憩いの場となっている。

(２) パルマ

パルマはミラノからボローニャに伸びるエミ

リア街道のほぼ中間地点に位置し、ボローニャ、

モデナに次ぐエミリオ・ロマーニャ州第３の都

市となっている。パルマもミラノ同様に12世紀

に「ロンバルディア同盟」に加盟し、神聖ロー

マ帝国から自治権を獲得していった都市である。

その後、ミラノ公国の支配を経て、16世紀には、

ローマ教皇を輩出したファルネーゼ家の策略に

より「パルマ公国」として独立し、パルマから

西のピアチェンツァまでのポー川右岸一帯を領

土としてイタリア王国の統一がなされる1860年

まで公国として存続した。パルマは、ポー川の

支流となるパルマ川に位置し、川の両岸にまた

がる城壁で囲まれた都市で、フランスのパリ同
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図５ 北イタリア３州の農業的土地利用の比較(2011)
ISTAT統計資料より作成

世紀に建設された通称、ボローニャ

の斜塔と呼ばれる２つの塔が目にと

まる。アッシネーリの塔と呼ばれる

高い方の塔の高さは97ｍに達し、低

層の町並みが続くボローニャの市内

で威容を誇っている(写真１)。教皇

派と皇帝派の対立が激化した時代に

作られたこのような塔の目的は定か

ではなく、諸説があるが、最盛期に

は180ものこのような高塔がボローニ

ャ市内に林立していたといわれてい

る。政治的には決して安定すること

のなかったボローニャであるが、北

イタリアにおけるルネサンスの開花

には大きな役割を果たした。1088年、

この地にヨーロッパ最古といわれる

様に河川の通行税徴収が重要な財源となってい

たと考えられる。パルマ公国の領主となったフ

ァルネーゼ家もルネッサンス時代、芸術の興隆

に力を入れたが、特にファルネーゼ家の居城と

なったピロッタ宮殿内にあるファルネーゼ劇場

は必見の価値がある。現存する劇場は、第二次

世界大戦の空襲により1962年に再建されたもの

であるが、バロック建築の石造りの建物の中に

木組みで作られたその構造は見事であり、その

後、北イタリアの諸都市に建設されていった劇

場のモデルとなった。パルマはイタリアオペラ

の有名な作曲家、ジュゼッペ・ヴェルディの生

誕の地に近いこともあり、現在は、パルマ王立

歌劇場で毎年10月になると世界的に有名なオペ

ラの祭典、「ヴェルディ・フェスティヴァル」が

開かれ、世界から多くの観光客を集めている。

パルマの名前を世界的に知らしめているもう

一つのものが、プロシュット・ディ・パルマ(生

ハム)やパルミジャーノ・レッジャーノ(チーズ)

などの農産物の存在である。両者ともイタリア

政府が認定したDOP(原産地名称保護制度)の対
象となっている産物であり、イタリアを代表す

る食材となっている。地理の授業で北イタリア

を扱う場合、この地域の農業を「混合農業」、「地

中海式農業」のどちらとして扱うべきか悩まれ

たことのある先生方も多いのではないだろうか。

図５はロンバルディア、エミーリオ・ロマーニ

ャ、ヴェネト各州の農業的な土地利用の割合を

比較したものである(2011年)。図から読み取れ

るように、ロンバルディア、エミーリオ・ロマ

ーニャの両州は牧場・牧草地率が高く、畜産や

酪農への依存度が高いことが判る。これに対し

て、ヴェネト州はアルプス山脈の南麓斜面を利

用して、オリーブやブドウなど樹木作物の栽培

が盛んに行われており、より「地中海式農業」

的な景観を呈している。

(３) ボローニャ

エミーリオ・ロマーニャ州の州都であるボロ

ーニャは現在、人口約37万人でイタリア国内第

７位の都市である。地方都市ではあるが、ボロ

ーニャ空港からはロンドン、マドリード、デュ

ッセルドルフなどと結ぶ国際線が運航されてい

る。ボローニャという都市名は、ローマ時代に

建設された植民都市ボノニア(Bonoia)に由来す
る。ローマ時代、ボローニャはエミリア街道沿

いの軍事的な要所として発展し、一時期はロー

マに次ぐ第２の都市にまで発展した。中世にな

ると、ボローニャもミラノやパルマ同様に「ロ

ンバルディア同盟」に加盟し、神聖ローマ帝国

と対峙した。しかしボローニャの場合、その後、

都市内部での教皇派(ゲルフ)と皇帝派(ゲベリ

ン)の抗争が激化し、ミラノのヴィスコンティ家

やパルマのファルネーゼ家のような特定の有力

者(シニョーリア制)から世襲的な君主制(公国)

へと移行することがなかった点が歴史的に異な

っている。ボローニャの旧市街地を歩くと、12
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ボローニャ大学が創立されたのである。この大

学に在籍したことのある人物には、ペトラルカ、

ダンテ、ガリレオ、コペルニクスといった蒼々

たる面々が揃っている。現在、アルキジンナー

ジオ宮と呼ばれている建物は、19世紀初頭まで

ボローニャ大学の医学部として利用されていた

もので、館内にはヨーロッパで最初の人体解剖

の授業が行われたとされる解剖学大階段教室が

残されており、一般に公開されている。今日、

ボローニャ大学はボローニャだけではなく、ヴ

ェローナなどの周辺都市に学部が分散している

が、学生数10万に及ぶ総合大学であり、多くの

海外留学生も在籍している。ボローニャは「学

術都市」としての顔も持つ都市なのである。

写真１ アッシネーリの塔

(４) ラヴェンナ

ローマ時代に建設されたエミリア街道を東に

向かうと、その終着地点はアドリア海に面した

都市、リミニである。リミニはアペニン山脈を

越えてローマまで達するフラミニア街道の終点

にもあたり、両街道の中継地点、ローマ海軍の

拠点として発展した。しかし、395年にローマ帝

国が東西に分裂すると、西ローマ帝国の初代皇

帝ホノリウス帝はリミニの北方60kmに位置する
ラヴェンナに遷都する。地図を見ると、ポー川

河口周辺のアドリア海沿岸の海岸線は、砂州や

潟湖などの地形が分布する低湿地帯になってい

ることが判る。ラヴェンナもこのような低湿地

の一部を埋めて作られた都市である。東西分裂

により弱体化した西ローマ帝国にとって、街道

沿いの要所よりも、自然の障害で囲まれたラヴ

ェンナの方が防衛上、安全と判断されたのであ

ろう。ラヴェンナはその後、東ゴート王国の首

都、東ローマ帝国のイタリア本土の拠点などを

経て、ローマ教皇領へと編入された。ルネサン

ス期、アドリア海の制海権や貿易上の利権をほ

ぼ独占したのは、後述のヴェネチアである。ラ

ヴェンナは徐々に歴史の表舞台から姿を消して

いった。しかしこのことが、現在のラヴェンナ

の大きな魅力となっている。北イタリアを巡っ

ていて感じるのは、ルネッサンス期、建築様式

でいえばゴシック期以降の歴史的建造物は星の

数ほどあるのに対して、それ以前の建造物（ロ

マネスク様式以前）となるとなかなか見当たら

ない。ラヴェンナにはこの時代の建造物がユネ

スコの文化遺産、「ラヴェンナの初期キリスト

教建築物群」として登録されており、重要な観

光資源となっている。特にその中でも、ガッラ

・ブラキディア廟堂と呼ばれる建造物は必見の

価値がある。５世紀に建造されたこの小さな建

物は、外壁が煉瓦で作られた簡素な作りで、採

光のための窓も小さいために中は薄暗く、閉塞

感に満ちた空間となっている。しかし、暗さに

目が慣れてくると、壁面上部とアーチ状になっ

た天井部分に描かれた、光沢を帯びたモザイク

画が浮かび上がってくる。特に建物中央部のド

ーム天井には金色に輝くタイルによって無数の

星が描かれており、その幻想的な光景に見学者

は心を奪われる(写真２)。このようなモザイク

画は明らかに東ローマ(ビザンツ)文化の影響を

受けたものであり、最盛期の東ローマ帝国の影

響力の大きさを伺い知ることが出来る。

写真２ ガッラ・ブラキディア廟堂のドーム

天井を飾るモザイク画
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(５) ヴェネチア

周知の通り、ヴェネチアは北イタリアの「自

治都市」「ルネッサンスの栄華を誇る都市」の

代表的な存在である。しかし、ヴェネチアの歴

史はこれまで紹介してきた諸都市と比べると比

較的に新しい。５世紀になってゲルマン人達が

アルプス山脈を越えて北イタリアに侵入を始め

た時、一部のローマ人達が452年に、潟湖状にな

っているヴェネチア湾に浮かぶトルッチェロ島

に避難してきたのが、その始まりとされている。

ラヴェンナ同様に、湿地帯で囲まれたこの場所

が絶好の隠れ家となったのである。その後、フ

ランク王国が侵入してくると、人々は現在のヴ

ェネチア本島への再移住を余儀なくされた。し

かしその後９世紀になると、ヴェネチアの人々

はその地理的な条件を利用して、いち早く東ロ

ーマ帝国とフランク王国の両勢力に事実的な独

立を認めさせることに成功している(803年)。ミ

ラノなどと比較すると実に300年近く早く自治権

を獲得したことになる。もう一点、ヴェネチア

が他の北イタリアの「自治都市」と異なってい

たのは、有力者が統治する「シニョーリア制」

や君主による「公国」になることもなく、「民

主的」な手段によって選ばれたドージェと呼ば

れる元首を中心とした「共和制」を維持したこ

とである。ヴェネチアは1797年にナポレオンに

よって征服されるまで、実に1000年近くに渡り

「共和制」が継続した世界最長の共和国なので

ある。ヴェネチアはその後、弱体化した東ロー

マ帝国に代わってアドリア海の制海権を手に入

れ、国力を拡大していった。ヴェネチアの最盛

期は、15～16世紀にかけての時代であり、ヴェ

ネチアは地中海で最強の海軍を有する国となり、

その支配権はアドリア海を越えてエーゲ海にま

で及び、キプロス島も一時期、その支配下に置

いた。しかし、弁証法的に解釈すれば、このよ

うな発展が逆にヴェネチアの衰退を招く結果と

なったといえる。増大した人口を支える穀物や、

造船業で必要となる木材が不足するようになり、

ヴェネチアはこれらの産物を北欧から輸入する

ようになる。しかしこの交易に用いられた商船

は、ヴェネチアの船ではなくオランダやスウェ

ーデンなどの北欧船であった。またこの頃から、

ヴェネチアは新たな宿敵、オスマン帝国と制海

権を巡る争いに明け暮れるようになり、徐々に

ヴェネチアは国力を失っていったのである。

現在、ヴェネチアはローマ、ミラノなどに次

いでイタリア国内でも外国人観光客数が多い都

市の上位に挙げられる。ヴェネチア市観光局の

統計によれば、2014年に同市を訪れた外国人観

光客数は369万人に及ぶが、この数値は京都市を

訪れた外国人観光客数(2013年の推定値)の258万

人を100万人近く上回っている。しかし、ヴェネ

チアの観光業には問題がないわけではない。同

統計によれば、観光客１人当たりの平均宿泊数

はヴェネチアが2.3日(イタリア人観光客も含む）

なのに対し、京都は3.8日(京都市外国人観光客

実態調査による)と、京都の方が長期滞在型の観

光となっている。その最大の理由は、ヴェネチ

ア本島の旧市街地は再開発が出来ないためにホ

テルの客室数が不足し、必然的に宿泊料金が高

くなっているためである。また、島内の交通機

関は基本的にヴァポレットと呼ばれる水上バス

しなかいために、観光客は船着き場からホテル

まで迷路のような道を荷物を持って徒歩で移動

するしかなく、移動に苦労する。また、中世の

建物を改装したホテルも当然のように客室は狭

く、快適性を求める観光客にとっては、決して

満足度は高くなっていない。本土側には、団体

観光客をターゲットにした大規模なホテルがい

くつか存在するが、そこからヴェネチア本島ま

でバスで渡り、ヴァポレットで観光の中心とな

っているサンマルコ広場まで移動しようとする

と、最低でも１時間は必要となる。観光の利便

性、快適さといった意味では、京都の方がはる

かに満足度が高い観光地といえるであろう。勿

論、このような点を減じてもヴェネチアは魅力

の溢れた都市である。サンマルコ広場やドゥカ

ーレ宮殿といった観光スポットに行かなくても、

迷路状の道や運河から成る中世の町並みを散策

するだけで旅行者は異次元空間に迷い込んだよ

うな錯覚を感じ、旅情気分を十分に堪能出来る

はずである(写真３)。時間があれば、本島から

船で周辺の島巡りをするもの良いだろう。ヴェ

ネチアンガラスの生産地であったムラーノ島や

ヴェネチア最古の教会、サンタ・マリア・アス

ンタ聖堂が残るトルッチェロ島など、その周辺

も見所満載の観光地である。ちなみに、国籍別

に外国人観光客の数を見てみると、第１位がア

メリカ合衆国(58万人)。第２位がフランス(32万
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人)。第３位以下はイギリス、ドイツ、中国、日

本の順となっている。北イタリアの他の都市で

はあまり見かけることのないアメリカ合衆国か

らの観光客が２位以下を大きく引き離した結果

となっているが、その理由は定かではない。

写真３ ヴェネチア本島の救急車(船)

(６) ヴェローナ

ヴェローナはヴェネチアの西、約100kmの所
に位置するヴェネト州第２の都市で、人口はヴ

ェネチアの26万人にほぼ匹敵する25万人に達す

る都市である。アディジェ川の渡河点に位置す

るヴェローナは、ローマ時代、数多くの街道の

結節点として早くから都市として発展し、共和

制ローマ支配下の紀元前49年には、ムニキビウ

ム(自治都市)としての都市挌を獲得している。

ヴェローナを通過する街道の中で特に重要であ

ったのが、アディジェ川を遡るように北へ向か

うクラウディア・アウグスタ街道である。初代

ローマ皇帝アウグストス帝の甥にあたるネロ・

クラウディウス・ドルーススによって建設され

たこの街道は、レッチェン峠でアルプス山脈を

越え、南ドイツのアウグスタ・ヴィンデリコル

ム(現アウグスブルク)を経てドナウ川流域まで

伸びる街道で、ローマ帝国の北方ガリア支配に

とって重要な街道であった。ヴェローナは北イ

タリアの都市の中でもローマ時代の遺跡が多く

残る都市である。円形闘技場(アレーナ)、ロー

マ劇場、ボルサーリ門などの遺跡は中世の町並

みと共に「ヴェローナ市街」の名称で、2000年

に世界文化遺産に登録されている。特に円形闘

技場はローマのコロッセオ、ナポリの円形劇場

に次ぐ規模の大きな建造物で、収容人員25,000

人を誇る規模があった。現在でもその保存状態

は良く、1913年から毎年この場所では世界的に

有名な野外オペラ・フェスティヴァルが開かれ

ている。円形闘技場は今でも「現役」の公共施

設なのだ(写真４)。ヴェローナを訪れる観光客

のもう一つの「お目当て」が、シェークスピア

の戯曲で有名な「ロミオとジュリエット」にま

つわる史跡群である。ヴェローナもミラノなど

と同様に、「ロンバルディア同盟」に加盟し、

一度は神聖ローマ帝国と対峙したが、その後、

都市内部での教皇派と皇帝派の対立が激化する。

この両派の対立の中で生じた悲哀な恋の物語が

海を渡ってシェークスピアの知るところとなり、

書かれた作品が「ロミオとジュリエット」であ

る。当然ながら、シェークスピア自身は一度も

ヴェローナを訪れたことはないが、市内にはジ

ュリエッタの生家(あのヴェランダもある)や墓

などが残されており、観光客で賑わっている。

ヴェネチアからパドヴァを経てヴェローナに

至る一帯はアルプス山脈南麓の丘陵地形が続き、

オリーブやぶどうなどの樹木作物を栽培する田

園風景が続く。ヴェネト州はイタリア最大のワ

インの産地となっており、イタリア全体の生産

量のほぼ20％を占めている(イタリア統計局資料

による)。生産されているワインの74％は白ワイ

ンであるが、ヴェローナ周辺は赤ワインの産地

となっている。また、ヴェネト州で生産される

ワインの52％がDOP(ワインの場合、その標記は
DOCとその上位指定のDOCGに分かれる)対象商
品となっており、州を支える重要な産業となっ

ている。しかし、DOPの指定を受けることは必
ずしも全てのぶどう農家にとってプラスに働く

訳ではない。小規模生産者にとって製造規格の

厳しいDOPはかえって経営負担となり、操業の
継続が難しくなる場合も考えられる。生産者の

高齢化にともなう後継ぎの問題も深刻だ。近年、

このような状況の中で、ヴェローナから西のガ

ルダ湖一帯のオリーブやぶどう生産農家のなか

には経営の主体を農産物から観光客を対象とし

た民泊経営(いわゆるB&B)へと転換する動きが
見られるようになってきている。近年、ヨーロ

ッパでは、アグリツーリズム(グリンツーリズム)
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の影響により、観光客の動向が大きく変化して

きている。イタリア統計局の調べによると、イ

タリア国内で農家などによる民泊経営体(Rural
tourism properties)の登録数は約24,000件(2014年)
に及び、この10年間で登録件数が10,000件以上

増大した。実際に、昨年の夏にガルダ湖を訪れ

た時には、湖畔のホテルには空室が目立ってい

たが、湖を取り巻くように点在する民泊施設は

どこも盛況で、満室状態に近かった。筆者もこ

のような民泊施設を利用したが、そこは５ha近
いオリーブ畑を利用した施設で、母屋以外にい

くつかの「離れ」を畑の中に増築したものだっ

た。母屋で朝食を提供する以外にはこれといっ

た何か特別なサービスがあるわけでもなかった

が、緑に囲まれた環境は「ヒーリング効果」が

抜群で、宿としての満足度は高かった。これら

の施設は基本的に夕食は提供していないので、

外食せざる負えないが、長期滞在者を想定して

部屋には簡単な調理設備と食器が備えられてお

り、スーパーなどで食料を調達してくれば、ゆ

っくりと部屋で食事をとることも出来る。宿泊

者はそれぞれ、思い思いの時間を読書や散策、

サイクリングといったことに費やし、過ごすこ

とが出来、都会暮らしの人間にとって貴重な癒

やしの空間になっている。ちなみに、今回利用

した民泊施設の宿泊客は全てドイツもしくはオ

ーストリアからの観光客であった(EU圏の自動
車にはナンバープレートの他に国籍標識がつい

ているので判断出来る)。考えてみれば、アディ

ジェ川を遡り、ボルッツアーノからレッツェン

峠方向とは逆に右折し、ブレンナー峠を越えれ

ばそこはオーストリアのインスブルックである。

さらにそこからイン川沿いの渓谷を下り、国境

を越えていけばドイツのミュンヘンだ。この行

程は現在、全て高速道路で結ばれており、ヴェ

ローナからミュンヘンまでの所要時間は、ロー

マまでと大差がないであろう。2000年に近い歴

史の中で、ゴート族やロンゴバルト族に始まり、

神聖ローマ帝国、オーストリア帝国などのゲル

マン系の「侵略者」が北から侵入してきた道を、

今はこうやってドイツやオーストリアのごく平

穏な家族が余暇を楽しむためにやってくる。こ

のようなことを考えると、私たちの日常的な生

活の裏に隠れている歴史的な出来事を見つめ直

すことの重要性を改めて感じさせられた。

写真４ 野外オペラの会場が設営されたヴ

ェローナの円形闘技場

おわりに

一昨年、昨年の２回に渡り北イタリアを巡っ

て一番感じたことは、日本との様々な面での類

似性である。少子高齢化の問題、農村の活性化、

外国人観光客の誘致など、今の日本が北イタリ

アから学べることは多くあると思う。勿論、そ

れぞれが歩んできた歴史や文化の違いを抜きに

して、安易に語ることは出来ない。しかし、重

要なことは、こういった問題を考える場合、単

に一国内の問題として扱うことが出来ないこと

を認識しているかどうかである。昨今、「グロ

ーバル教育」の在り方が様々な所で叫ばれるよ

うになってきている。高等学校の地理教育に於

ける「グローバル教育」とは何だろうか。それ

は単に、世界各地の地名や産物などの知識を「暗

記」で身につけることではないだろう。グロー

バルな枠組みの中で問題を捉えながら、個々の

地域の文化や歴史を考慮しつつ、具体的な問題

解決能力を身に付けていくことなのではないだ

ろうか。このような論理的思考方法の普遍化は、

自然科学の分野同様に、人文学・社会科学の領

域で、中等教育の生徒達が国を超えて同じ土俵

で話し合いが出来る可能性をもたらすはずであ

る。英語のオーラルコミュニケーション能力や

ICT教育の云々の前に、グローバル教育(正確に
は教育のグローバル化)の本質とはこのような所

にあるのではないかと筆者は考えている。

参考文献

玉木利明(2014) 「海洋帝国興隆史」講談社新

書メチエ。

ISTAT(イタリア統計局) http//www.istat/it/
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11日 午 後 受付

(1日目) 夜 オープニングセレモニー

12日 午 前 ライティングテスト(WRT)
(2日目) 午 後 トルジョクに遠足

夜 フィールドワークの講義

13日 日 中 フィールドワークテスト(FWT)１
(3日目) 夜 音楽祭

14日 午 前 FWT２
(4日目) 午 後 トヴェリへの遠足

夜 ポスターセッション

15日 午 前 マルチメディアクイズ(MMQ)
(5日目) 午 後 文化体験、お土産づくり

夜 カルチュラルセッション

16日 日 中 セリゲル湖に遠足

(6日目) 夜 別れの言葉

17日 午 前 モスクワ大学に移動

(7日目) 午 後 IGU開会式・メダリストの表彰
夜 トヴェリに移動

18日 ポストエクスカーションスター

(8日目) ト(日本は不参加)

図１ 表彰式

日本代表。参加して初となる全選手メダルの

快挙となった。

第12回 国際地理オリンピック(iGeo)大会報告
井 上 明日香 （県立元石川高等学校）

はじめに

2015年８月11日から８月17日にかけて、ロシ

ア連邦、トヴェリにて第12回国際地理オリンピ

ック(iGeo TVER RUSSIA 2015)が開催された。
参加国・地域は、過去最大の40か国・地域で、

アルゼンチン、アルメニア、タイ、フィリピン、

ボリビアが初参加であった。それぞれ予選を勝

ち抜いた16歳から19歳の総勢159名が参加し、過

去最大規模の大会であった。日本選手団も国内

の選考で、４名の選手が選出され1)、そこにリー

ダー２名が加わった。筆者はリーダーとしてこ

の大会に関わった。

今大会では、金・銀・銅のメダルの受賞者は

それぞれ13、27、40名であり、約半数の生徒に

メダルが与えられた。日本の代表選手の結果は、

３名の選手が銀メダルを獲得、１名の選手が銅

メダルを獲得し、日本選手団は全員メダル獲得

という快挙を成し遂げ、国別順位も５位になる

など好成績を収めた2)。

１．プログラムの概要

２．テストに関して

地理オリンピックでは３種類のテストが実施

されている。ライティングテスト(WRT)、フィ
ールドワークテスト(FW１)、マルチメディアク
イズ(MMQ)であり、４・４・２の点数比となっ
ている。例年、この形式は大きく変わらない。

WRTでは、大問が６題ある。今回は、「気候
・風化」「台風・ハリケーン」「寒冷地域の環境」

「水資源と治水」「スラム」「地理学と文化多様

性」の大問で構成されていた。例年と同様であ

るが、自然地理から人文地理まで幅広くカバー

する出題内容となっている。３時間の解答時間

(英語圏の国は２時間30分)で、求められる解答

を端的に答える高度なスキルが必要とされる。

メダルを獲得している日本選手団でも「内容は

難しく、高得点を期待できない」とテスト終了

後に述べていたのが印象的である。「寒冷地域の

環境」の大問は開催地の地域性が反映されてい

るものの、どのような問題が出題されるか予想

することは難しい。しかし、傾向としては例年

同様である。日本の地理の教科書では見られな

いような地図やグラフなどが多く使われており、

それらを踏まえた解答をすることも必要である

ため、単なる地理的思考力だけではなく、各種

資料を読み取り、それらを活用する能力も必要

となる。
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図２ 悪魔の橋(トルジョク)

石造りの橋。この周辺には、古い民家など

も残されている。

FWTについては、二つに分けられ、FWT１で
は地図作成、FWT２では意思決定を行う。FWT
１の出題傾向に大きな変更が見られ、例年の一

つの場所の観察を行い課題に取り組むものから

四つの課題に取り組むものとなり、その課題は

「人口密度の計算」「断面図の作成及び露頭の

岩石特定とその使い道」「公園の土地利用図」「新

旧を比較した土地利用の変化」であった。全体

を四つの班に分け、各国の選手が１人ずつ入っ

た班行動の形がとられ、昼食もはさんで宿舎を

出発してから戻るまで９時間ほどの非常に長い

試験となった。それぞれの課題に問題に目を通

す時間に５分、解答に30分与えられた。土地利

用図を作成する課題は時間との戦いになったよ

うである。一つ一つの課題はよく考えられたも

のとなっており、選手は「想定していた課題と

は違ったものであったが、面白かった」と述べ

ていたのが印象的である。個々の課題は難易度

がとても高いというものではなく、高等学校の

地理で身に付けているべき技能が見についてい

れば解答は難しくない。

FWT２については２時間20分の解答時間(英
語圏の国は２時間)が与えられ、リソースブック

レット(資料)を参考にし、解答する。具体的に

は都市域の計算、街づくりに関する意思決定に

ついて問うものとなっている。後者に関しては、

代表選手を対象として、市街地の再開発プラン

を選手に提示させる研修を実施していたため、

楽しく解答できたようだ。

MMQについては、図や写真のスライドを見て
４択の問題に解答していく客観的試験である。

45分の解答時間で、合計40問出題される。全体

的な平均点は昨年と比べて高くなり、一問のミ

スが得点に響いたようである。時間に追われず

冷静に解答することが高得点を得るために求め

られる。

全体的に難しいと思わせるような設問が多い

中でハードな課題にも果敢に取り組むタフさが

求められるのであろう。WRT、FWT２では英語
圏の選手とそれ以外の選手で試験時間に差が設

けられているが、これは設問・解答がともに英

語で求められることによる。英語を日常的に使

う選手とそうでない選手では同じ問題を読み込

んだり、書いたりするのに時間の差ができるの

もやむを得ないという考えである。しかし、今

大会で非英語圏の選手を対象として英語の能力

や学習についてなどの調査が行われていたこと

を鑑みると来年度以降には何か変更が見られる

可能性もある。非英語圏の選手は紙媒体での辞

書の持ち込みも認められるが、語句を調べる十

分な時間はなく、試験監督をしていても、キー

ワードを引く程度という選手が多かった。なお、

解答には端的に答えることが求められるため、

必ずしも文法的な正確さが求められるものでは

ない。

３．数々の遠足と他国との交流

地理オリンピックでは、テスト以外の時間は

遠足や文化交流などの時間に充てられている。

今大会は例年以上に、様々なプログラムが用意

されていた。遠足についてはトルジョク、トヴ

ェリ、セリゲル湖の３か所に行った。いずれも

単なる物見遊山にならないように準備されてい

たため、長いバスの乗車時間を除けば、良いも

のであった。

トルジョク―「悪魔の橋」と呼ばれる橋や伝

統的なロシアの住居を見たのち、中世の時代に

行われていた文化などを体験した。マントをま

とった人に刀剣の紹介をしていただき、槍投げ

の体験などを行った。その後、ベルト博物館に

行った。

トヴェリ―モスクワ・サンクトペテルブルグ

間を結ぶ交通の要衝として古くから栄えている。
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図３ ヴォルガ川が流れるトヴェリ

市の中心部をヴォルガ川が流れる。奥に見え

る橋は、150年以上前に建設された。川の両岸

は、公園などに使われている。

図４ トヴェリの街並み

奥に見える白い建物は新しいが、中心部で走

るトラムは古くに作られたものもある。バスの

キリル文字でこの写真が撮られた場所がある程

度限定される。

モスクワ近郊とされるが、200km離れている。日

本チームはチェコチームと一つのグループにな

り、問題を解きながら市の中心部を流れるヴォ

ルガ川周辺を散策した。その過程でトヴェリの

歴史的な話なども聞けて、お土産も用意される

など相当に準備されていたようだ。

今回訪ねた場所はいずれも地理オリンピック

でなければ、なかなか訪れる機会がないと思わ

れる場所である。地理オリンピックに合わせ、

民族衣装を着た現地の人が歌や踊りなどで歓迎

してくれた。加えて、様々な体験をしたことは

選手にとって忘れられない思い出となったであ

ろう。もっとも、現地の情報をもっと与えてく

れればなお良かったものになったのではないか

と思う。

ポスターセッションでは「Imagine your pla

-ce in the future(将来のあなたの地域)」を

テーマとして、各国が事前に作成してきたポス

ターを披露した。どの国のポスターも非常に準

備を重ね、作られていた。各国のリーダー及び

選手が一票ずつ投票し、その結果で最も優れた

ポスターを決めるが、どれも完成度が高かった。

各国のことを知る一つの契機となったであろう。

日本は2020年の東京オリンピック開催で東京が

どのように変わるか、というポスターを作製し

た。いくつかの国ではプレゼンテーションが非

常に上手な印象を受けた。普段から学校教育そ

の他でそのような機会があるからかもしれない。

カルチュラルセッションは「the greatest

feature of its country(自国の優れた特徴)」

というテーマで、各国が創意工夫を凝らした発

表を行った。どの国も自国の文化を端的に表現

し、歌や踊り、パワーポイントのスライド、演

劇などの形式で紹介が行われた。日本は法被を

着てソーラン節を披露した。日本の漁業文化を

発信できたのではないかと考えている。

その他のプログラムでも選手間の交流が図れ

るよう工夫されていた。食事の時などの何気な

い交流は重要で、お互いの国のことを知る好機

であった。それは、地理の学習と密接に結びつ

いており、各国の参加者は普段疑問に思ってい

ることを他国の参加者へ投げかけていた。リー

ダーも同様で、様々な国の人と交流し、見聞を

深めたことは今後の教育活動に資するものにな

ると考えている。

４．まとめと今後の展望

今大会は現地情報に乏しく、トヴェリがどの

ような場所であるか情報が不十分なままで出発

するという状態で、リーダーはともに不安な面

があった。しかしながら、モスクワの近郊であ

セリゲル湖―周辺から観光客が訪ねるなどリゾ

ート地のようである。セリゲル湖をボートで一周

した後、正教会を訪ねた。正教徒でなくとも、ろ

うそくを買い、お祈りすることも可能で、お茶で

もてなしを受けた。
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り、サンクトペテルブルクを結ぶ要衝にあるこ

と、寒さが厳しいことなどの地域性、今後トヴ

ェリの持つ可能性を考えるように選手に伝えた。

今年は選手にあまり情報を与えられないという

不安もあったが、逆に選手が得られる情報を最

大限に活用して、考えることを通して、成果に

つなげられたのではないかと考えている。

選手を最終的に絞り込んだ三次予選時から強

化研修を経るに従い、選手は努力を重ねて、今

回の成績を収めた。地理的事象に様々な方向か

ら考え地理的思考力を磨き、地図作成などの技

能も急激に伸ばした。今年だけではなく、今後

も継続して成果をあげるようにしたいと思う。

そのためには、選手自身の努力だけではなく、

効果的な研修を行っていくことが求められよう。

また、今年の選手は全員、まんべんなく得点し

たのが特徴的である。これまでは、フィールド

ワークが出来ないという弱点が目立ち、研修で

もFWTの対策をしていれば成績が上がる部分は
あった。しかし、その弱点も強化研修によって

克服できると考えると、今後はどの分野も苦手

とせず、得点できる選手を作っていくことが、

国際大会で成績を維持するために必要なのかも

しれない。そのためには、強化研修の内容の精

査が求められよう。同時にWRT対策は選手の努
力にゆだねている部分が大きいことも今後の課

題と言えよう。一度、強化研修用に選手が解答

した内容から望ましい解答は何か考える研修を

行う以外は、専門用語のリストを配ることしか

行えていない。そのため、その部分の強化を図

ることが必要であろう。

また、地理オリンピックで求められる力は学

校現場で身に着けるべき力となっている。複数

の資料を活用しながら一つの問題に多面的にと

らえていく能力は、地理以外でも必要な能力と

されている。フィールドワークを行い、地域の

課題を見つけるということは、まさしく現在の

地理教育で求められる力であり、筆者は学校現

場やその他の場面でこれらの能力を養えるよう

教育活動を推進していきたい。

2016年大会は、北京にて８月17日から22日に

かけて開催予定である。今後も神奈川県内の高

校から代表者を出せるよう、国内予選の挑戦を

歓迎したい。

最後になりましたが、地理オリンピックの予

選から国際大会まで多数の方にお世話になりま

した。この場を借りて厚くお礼申し上げます。

1) 選抜試験の様子は泉貴久(2015)科学地理

オリンピック日本選手権、『地理』60巻６号

で掲載。

2) ４名で出場する国が基本であるが、３名で

出場することも可能である。

図５ タイガ

ロシアなどに広がる広大な針葉樹林帯。場所

によっては、かなり広大なものとなっている。

図６ ダーチャ

ロシアで見られる家庭菜園。野菜の生産が行

われているほか、写真に見られるように花が植

えられている。
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新科目「地理総合」とアクティブ・ラーニング
根 元 一 幸（県立座間高等学校）

はじめに

今年度、次期学習指導要領改訂に向けての議

論が、中央教育審議会で進められている。今後

のスケジュールは、2015(H27)年度中に、各特
別部会のとりまとめをして、2016(H28)年度中
に中教審の答申、高校では2022(H34)年度から
実施の予定である。

この中で、大きな話題となっているのが、地

理歴史科において、地理が「地理総合(仮称)」

という科目として、「歴史総合」とともに、必

修化されることである。これは、日本学術会議

地理教育分科会などが精力的に地理必修化に向

けた活動を続けてきた成果と言えよう1)。

また、次期学習指導要領改訂の方法論的な特

徴の一つに、「課題の発見・解決に向けた主体

的・協働的な学び（いわゆる「アクティブ・ラ

ーニング」）」2)があげられる。これについては、

『Guideline』2015年９月号(河合塾発行)で、「変
わる高校教育」第７回として、「アクティブ・

ラーニング」の特集が組まれているので参照さ

れたい3)。

このような動きに対して、伊藤 4)は、「地理総

合」の導入で、アクティブ・ラーニングなど新

科目が掲げる崇高な理念を実践できる担い手が

いるのか・育てられるのかという問題提起をし

ている。

「地理総合」とは

現在中教審で検討が進められているが、新科

目「地理総合」とは、どのような科目になるの

だろうか。教育課程企画特別部会論点整理2)(p.3
6)によると、「共通必履修科目として…(中略)

…持続可能な社会づくりに必要な地理的な見方

や考え方を育む科目「地理総合(仮称)」の設置

を検討することが求められる。」とある。この

背景には、2007年、スイスのルツェルンにおい

て I G U - C G E( I n t e r n a t i o n a l G e o g r a p h i c a l
Union-Commission on Geographical Education)が行
ったESD(Education for Sustainable Development)と
しての地理教育推進に関わる宣言(正式名「持続

可能な開発のための地理教育に関するルツェル

ン宣言」)がある。この宣言では、ESDとしての
地理教育の最終目標を、「持続可能な社会の構

築をめざす価値観・意識の変革とそのために行

動する能力を備えた人間の育成であり、ESDと
しての地理教育は社会変革を指向するものであ

る」とした5)。

図１は、2015年８月５日に示された地理科目

の「検討素案」6)、図２は、12月21日に示された

「地理総合(仮称)」の「たたき台案」7)である。

この２つの図を比較してみよう。まず、「検討

素案」では現行地理Ａ科目から課題の項目に流

れ、①選択のため履修者が少ない、②地球環境

・防災教育の必要性と地理的思考力・GISスキ
ル育成の必要性、③観察・調査・見学、体験授

業の不足が指摘されている。なお、この課題は、

「たたき台案」では見られない。

次に、両案ともに資質・能力の項目が来る。

内容は、○地理的な技能「実践的な社会的スキ

ルとしてのGIS活用」、○地理的知識と地理的理
解「地球規模(グローバル)の自然システム、社

会・経済システムの知識と理解」、○地理的な

見方や考え方「空間概念を捉える力」、○態度

と価値観「地域、国家的及び国際的な課題解決

を模索する献身的努力」の４項目である。ただ

し、「検討素案」では、「新科目を通じて育成す

る資質・能力」という矢印が右へ伸びるが、「た

たき台案」では、現行「地理Ａ」科目から伸び

る「持続可能な社会づくりに求められる地理科

目」になっている。

一番右(最後)の項目は、「検討素案」では、

新科目のイメージであり、「持続可能な社会づ

くりに必須となる地球規模の諸課題や、地域課

題を解決する力を育む科目「地理総合」(仮称)」

として、●地理的技能、●概念を捉える地理的

な見方や考え方、●地域理解と課題解決的な学

習、●持続可能な社会づくり、を柱にした概念

的な書き方をしている。一方、「たたき台案」

では、新必履修科目(案)になっており、「地理

総合」(仮称)の具体的な構成が示されている。

ここから、新科目「地理総合」がどのような内

容になるのかが、推測できる。全体としては、
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図１ 地理科目検討素案
（教育課程企画特別部会 配付資料2015年8月5日）

図２ 地理科目たたき台案
（教育課程部会高等学校の地歴・公民科科目の在り方に関する特別チーム 配付資料2015年12月21日）
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新たなキーワードに沿って項目立てしつつ、

現在の「地理Ａ」の内容をどのように入れ込む

かという視点が見られる。

私見を交えつつ、項目ごとに検討してみたい。

(1) 地図と地理情報システムの活用 GIS以降

の地理学習等の基盤となるよう、地理を学ぶ意

義を確認するとともに、地図や地理情報システ

ム(GIS)などに関わる汎用的な地理的技能を身に

付ける。

この項目は、現行の、「(1)現代世界の特色と

諸課題の地理的考察 ア地球儀や地図からとら

える現代世界」と「(2)生活圏の諸課題の地理的

考察 ア日常生活と結び付いた地図」を合わせ

たものになる。「たたき台案」には、「地理を学

ぶ意義を確認する」とあるので、教科書の冒頭

には、「なぜ地理を学ぶのか」というようなタ

イトルで、地理が現代社会にどのように役立っ

ているのか、地理的な見方・考え方や地理的技

能を身につけることが生活にどのように役立つ

のか、といった内容をはっきり示して、生徒の

学習意欲を喚起することが望まれる。

この項目では、後述のGISの活用技能などア
クティブ・ラーニングで授業を行う場面が想定

される。

(2) 国際理解と国際協力 グローバル化

ア 多様な生活・文化と国際理解

自然と社会・経済システムの調和を図った、世

界の多様性のある生活・文化について理解する。

現行の「(1)イ世界の生活・文化の多様性」に

該当する。現行の内容では、「地理的環境や民

族性と関連付けてとらえ」とあるところが、「自

然と社会・経済システムの調和を図った」とな

っていることから、生活や文化を自然・社会・

経済の調和したシステムとして捉えることが求

められている。これは、20世紀後半の大量生産

・大量消費の浪費文明以前の暮らしと捉えれば、

持続可能な社会づくりに必要な地理的な見方や

考え方としての視点で記述できる。ここでのキ

ーワードであるグローバル化は、経済のグロー

バル化などネガティブな使い方をする場面が多

々見られることになるだろう。

イ 地球的な諸課題と国際協力

地球規模の諸課題とその解決に向けた国際協力

の在り方について考察する。

現行の「(1)ウ地球的課題の地理的考察」に該

当する。この項目は、現行の内容で既に、「持

続可能な社会の実現を目指した各国の取組や国

際協力が必要」となっている。この項目では、

地球的課題は、従来からの国家対国家の関係か

らは解決が進まず、グローバルなセンスを持つ

市民のネットワーク化を進め、地球市民として

課題解決に向かうことの重要性が述べられるべ

きである。ここでは、市民のグローバル化など、

グローバル化をポジティブに捉えることが必要

である。

(3) 防災と持続可能な社会の構築

ア 自然環境と災害対応 防災

日本国内や地域の自然環境と自然災害との関わ

りや、そこでの防災対策について考察する。

現行の「(2)イ自然環境と防災」に該当する。

現行の内容では、「…、地域性を踏まえた対応

が大切であることなどについて考察させる。」

とあるものが、「たたき台案」では、項目名に

「災害対応」、内容に「防災対策」と、災害に

対する対応・対策をはっきりと打ち出している。

この項目でも、身近な地域における災害とそ

の対応・対策についてのアクティブ・ラーニン

グが展開できる。

イ 生活圏の調査と持続可能な社会づくり ESD

生活圏の課題を、観察や調査・見学等を取り

入れた授業を通じて捉え、持続可能な社会づく

りのための改善、解決策を探究する。

現行の「(2)ウ生活圏の地理的な諸課題と地域

調査」に該当する。現行の内容では、「生活圏

の地理的な諸課題を地域調査やその結果の地図

化などによってとらえ、その解決に向けた取組

などについて探究する活動を通して、日常生活

と結び付いた地理的技能及び地理的な見方や考

え方を身に付けさせる。」とあり、課題を地域

調査や地図化でとらえ、解決の探究活動をとお

して、地理的技能と地理的見方・考え方を身に

つけさせることが目標になっている。

これに対し、「たたき台案」では、「地域調査

と地図化」にあたる部分が、「観察や調査・見

学等を取り入れた授業」となり、地理のオリジ

ナリティーが薄まった表記をしている。また、

目標も、「地理的技能と地理的見方・考え方を

身につける」から、「持続可能な社会づくりの

ための改善、解決策の探究」に変わっている。
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これは、地理の果たす役割が、地理そのものだ

けでなく、広く一般化された場面で活用できる

ことが期待されていることを現している。例え

ば、両案にある＜参考＞には、「本科目履修後

の地理歴史科の科目や他教科において活用でき

る、GISをはじめとする地理的な技能や、世界
のグローバル化、持続可能な社会づくりといっ

た考え方を身に付けさせる。」とある。

これまで、この項目は、あるテーマを決めて

地域調査をするという、まさにアクティブ・ラ

ーニングを実践する場であった。これからは、

このテーマを「持続可能な社会づくり」という

ESDの考え方に沿ったもので取り組むことにな
る。「持続可能な社会(Sustainable Society)」は、
21世紀の地球と人類を維持するキーワードであ

るが、具体的には、地球環境問題や資源・エネ

ルギー問題といったグローバルな課題の方がイ

メージとして捉えやすい。

当然「持続可能な社会」の考え方は、科目全

体を覆うものになるはずだが、それを具体的に

この項目に明記した点は、理解に苦しむ面があ

る。科目の最後なので、締めの役割としたのか

もしれないが。

さて、「持続可能な社会づくり」のために「生

活圏の諸課題」を「観察・調査・見学」すると

は、どのようなことだろう。例えば、地球的課

題に対して、“Think Globally and Act Locally”と
いう言葉がある。身近なことから行動しようと

いうことであるが、この視点を、是非この項目

に取り入れたい。例えば、「地球環境問題解決

のために身近なこととして何ができるのか」、「資

源・エネルギー問題解決のためにエネルギーの

地産地消をどう進めるか」などが、テーマとし

て考えられる。

講義型からアクティブ・ラーニングへ

地理に限ったことではないが、今度の改訂で

強調されるのが、アクティブ・ラーニングであ

る。これまでの授業は、「チョークとトークと

ジョーク」で成り立ち、テストで定着度を確認

するというものであった。パソコンやプロジェ

クターなどの施設・設備の充実が進み、 ICT教
育の意識が高まって、チョークを脱した授業は

増加傾向にある。しかし、教員のトークが中心

の講義型形式は、相変わらずである。特に、進

学校においては、大学受験のニーズもあり、こ

のやり方から離れるのは難しい。

「課題の発見・解決に向けた主体的・協働的

な学び(いわゆる「アクティブ・ラーニング」)(前

記 2))」を進めるには、どうしたら良いであろう

か。まず、基本的な問題として、施設・設備の

充実が求められる。神奈川県の県立高校では、

タブレットにもなるノートパソコンが、2015年

度時点で９台配当され、無線LANで教室内のど
こでもアクセスできる環境がある。しかし、こ

れをアクティブ・ラーニングで活用している例

は、あまり聞かない。

次に、アクティブ・ラーニングの具体的な取

り組み方がよく分からないという課題がある。

文部科学省は、「発見学習・問題解決学習・体

験学習・調査学習等が含まれるが、教室内での

グループ・ディスカッション、ディベート、グ

ループ・ワーク等も有効なアクティブ・ラーニ

ングの方法である。」としている8)。

また、地理歴史科の課題探究的な学習として、

地図や年表を読みかつ作成すること、各種の統

計、年鑑、白書、画像、新聞、読み物その他の

資料を収集・選択し、それらを読み取り解釈す

ること、観察、見学及び調査・研究したことを

発表したり報告書にまとめたりすることなどを

あげている8)。

具体的な例として、例えば、日本学術会議地

理教育分科会では、高校地理必修化のサイトで

「GISを利用した授業形態」 9)を提示している。

これによると、①が、教員がインターネット上

のWebGISやGISソフトを使って教材を作成し提
示する授業形態で、これは ICT活用の講義型授
業になる。このサイトでは、WebGISの例とGIS
データセットの例がLinkで貼ってあるので是非
活用されたい。②が、高校生がGISを操作しな
がら学習する授業形態で、これはアクティブ・

ラーニングの一例となる。これには、次の４段

階がある。

＜Ａ段階：GISスキルレベル１＞
既成の電子主題地図(ベクトル形式)や画像形

式（ラスター形式）の主題図を重ね合わせて視

覚的に見るだけのレベル。

＜Ｂ段階：GISスキルレベル２＞
電子地図やすでに作成されている画像形式の

主題図をダウンロードし、GISで簡単な主題図
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などを作成するスキルレベル。

＜Ｃ段階：GISスキルレベル３＞
電子地図やすでに作成されている画像形式の

主題図だけでなく、統計データなどもダウンロ

ードし、GISで主題図を作成するスキルレベル。
＜Ｄ段階：GISスキルレベル４＞
電子地図やすでに作成されている画像形式の

主題図、統計データ等をダウンロードし、GIS
で主題図を作成して、作成された主題図を組み

合わせ、GISの空間解析機能を使用して、初歩
的な空間分析ができるスキルレベル。

しかし、このＤ段階になると、扱う教員の方

にもかなりのスキルが要求される。そこで、前

述の伊藤4)のような、アクティブ・ラーニングな

どを実践できる担い手がいるのか・育てられる

のかという問題提起が出て来るのである。

このためには、授業に対する教員の意識改革

と、上記サイトなど、 ICTを活用した教員の力
量向上が望まれる。授業が、100％アクティブ・

ラーニングになることは有り得ない。「生徒が

主体的に動けば、アクティブだ。」くらいの意

識で、あまり大上段に構えずに、今から、でき

る環境で、できることから取り組んでみること

を薦める。

また、必修化にともなって、地理専門以外の

教員が「地理総合」を担当する可能性が高くな

ることを考えると、教員用のバックアップ教材

の開発が急務である。

おわりに

今回の改訂では、全体を通して、現行の「地

理Ａ」以上に実学志向が強まる印象を持った。

古典的な「地名・物産の地理」は、既に過去の

物となったはずだが、現行の「地理Ａ」教科書

には、生活・文化の中に、その亡霊が見え隠れ

している。教科書の内容を覚えさせ、その知識

をテストで問う地理では、地理の面白さを伝え

ることはできない。

「地理総合」では、地理がさまざまな場面で

役に立つことを実証する内容で固めるとともに、

生徒が自ら学ぶ姿勢を通して「地理は楽しい！」

と実感できるような構成や手法を追求する必要

がある。
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横須賀中心部の巡検
野 本 聡（県立津久井浜高等学校）

「横須賀市中心地の再開発」を中心テーマとし

て、半日程度の巡検コースを紹介する。内容と

しては、横須賀に多く見られる谷戸、港湾部、

中心商店街をめぐり、現状を把握しその成立過

程を考察するものである。コースとしてはJR横
須賀駅から京急県立大学駅までである。

出発地点のJR横須賀駅は、軍港の入り口に段
差なくホームから向かえる特長のある駅である。

洋風のドーム状の駅舎は1940年に建てられたも

のである。今となっては中心市街地のはずれで、

周辺で食事場所を探すのも大変な駅となってい

るが、そもそもは1889(明治22)年に、東海道線

から横須賀軍港にできるだけ最短距離で結ぶべ

く大船から開通したのが横須賀線の始まりであ

り、かつては逆にここから市街地が広がってい

ったのであった。その後、第二次大戦中に、徴

用した朝鮮の人々を使って長大なトンネルを掘

らせ、軍の施設や港のある久里浜まで延長させ

たが、その際に行き止まり式のホーム片面の線

路だけを先に単線で延ばしたため、途中駅にも

かかわらず階段のない駅となったのである。現

在は、横須賀と横浜・東京との間は、時間でも

運賃でも京浜急行に及ばず、逗子以南の区間は

ローカル線の様相を呈している。

横須賀駅の港側にはヴェルニー公園が広がる

が、その入り口には逸見波止場衛門跡の建物が

ある。これは明治末期に建てられたとされる旧

軍港の衛兵の詰所の跡であり、いかにも軍港の

町の入り口という感じを醸し出している。

横須賀駅からわずか10分ほど歩くと、汐入町

図１ 横須賀駅

の谷戸に着く。このあたりの谷戸は、横須賀の

軍港機能が拡大した初期の市街地化で山の斜面

から尾根まで家々が密集して連なる地域となっ

た。谷戸は横須賀では特徴的な地形で、出入り

に不便な谷戸の奥同士を結ぶ防災トンネルが何

ヶ所も設けられている。

この辺りには、車両が入れない階段上の集落

が多く存在している。谷戸の不便さのイメージ

としては、奥に行けば行くほど商店や諸施設な

どから遠くなり、行き止まりで車も入りにくい

などがある。しかし、本当に不便なのは、どこ

から行っても途中に階段が存在し、家の前には

車が進入できないこの尾根上の集落なのである。

今の時代の我々としては、家の前まで百段以

上も階段を昇り降りする生活は至極不便だと思

うのは当然であるが、このような集落が立地し

た頃は、そもそも人々は徒歩で暮らすのが普通

であり、そう考えると職住接近したこの地域は

便利な住宅地であったのである。汐入町の谷戸

集落は、JR横須賀駅、京急の汐入駅、逸見駅と３
つの駅から徒歩十数分の近さにもかかわらず、と

いうか、近かったからこそきつい勾配の斜面に尾

根の頂上まで集落化した。その後、建物の老朽化

が進むものの建替えも難しく、若年層が流出し続

け、その結果現在では市内でも最も人口減、高齢

図２ 汐入町の防災トンネル
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化、そして空家率の高い地区となってしまってい

る。

この地域では近年、横須賀市によって「空き家

バンク」の制度が始まっている。これは空き家を

利用してほしい人が市に登録し、サイトを見て住

みたい人が申し込むというものである。新聞など

でも紹介されたが、市の担当者によれば実際には

まだこの制度を利用して契約が成立したのは数件

だそうである。入居者のターゲットとしては市内

の県立保健福祉大学に地方から入学した若者で、

階段の不便さを克服できれば駅近のわりに家賃は

安い物件が見つかるというのが売りである。地域

に若者が入ってくることで、高齢化の著しい地域

の活性化にもなるというメリットもある。

なお、横須賀駅の横には尾根の先端に接するよ

うにマンションが建っており、実はこのマンショ

ンの高層階には尾根の道の最奥部につながる避難

路があるが、あくまでもマンション住民のための

緊急避難路と位置づけられており、かつて市は日

常生活用に尾根上の住民の利用をお願いしたそう

だがダメだったということである。

ちなみに、この尾根上を結ぶ道は、海沿いに連

なるトンネル群が開通するまでは、三浦半島の主

要道であり、途中には東海道と港町浦賀を結んだ

かつての「浦賀道」の標識もある。

汐入駅から山側には、今では半ばシャッター商

店街となりつつある通りが伸びているが、この道

図３ 尾根への階段

もかつては奥の台地上にある不入斗(ちなみにこの

「いりやまず」は横須賀一の難読地名)の軍施設と

駅や港を結ぶメインルートであった。一方、海側

には高層ホテルやダイエーが入るショッピングセ

ンター「ショッパーズ」、そして横須賀芸術劇場な

どの新しい建物群がある。これらは、かつて巨大

ガントリークレーンがそびえ立っていた造船所や

米軍の士官クラブなど軍関係施設の跡地である。

このショッパーズの海側に、最近人気の軍港め

ぐりの観光船の乗船場がある。この観光船は、後

述の記念艦三笠の横から東京湾一の大きさの自然

島である猿島を結ぶ船会社トライアングルが運営

しており、当初は休日などに臨時運航されていた

ものが人気上昇とともに2008年から定期便となっ

た。

観光船は横須賀港(正式には横須賀本港)から追

浜沖を通り、長浦港から横須賀港に戻ってくる。

１時間ごとに出ているが、観光シーズンの休日な

どは乗り切れずに乗船場に並ぶこともある人気ぶ

りである。大きく分けると横須賀本港には米軍基

地があり、長浦港には海上自衛隊施設がある。ま

た、追浜沖では住友重機の巨大なクレーンを臨む

ことができる。「軍港めぐり」と呼ばれるだけのこ

ともあり、船から見られる米軍と自衛隊の重要艦

船の多さに目を見張る。

下船後は、米軍基地ゲート前を見つつ、アメリ

カらしさが売りの「ドブ板通り」を中心地に向か

図４ 横須賀駅横のマンション
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う。この「ドブ板」と日露戦争で活躍した記念艦

三笠が、いわば旧来型の横須賀中心部の見所であ

ろう。変わらないところが魅力なのであろうが、

さすがにそれだけでは観光客は伸びないと思われ

る。実際、近年流行りのＢ級グルメでも、横須賀

の目玉は「海軍カレー」と「ネイビーバーガー」

となっているが、どちらも昔からの「海軍」「米軍」

に依存した名物で陳腐な感はぬぐえない。夏には、

ドブ板通りを中心とする中心市街地では「ドル街」

というキャンペーンが行われていた。これは飲食

店などでドルで支払いができるというもので、い

かにもアメリカらしさを売り物にしたいのであろ

うが、実際どれだけの客がドルを利用したのか、

キャンペーンの効果に関しては若干疑問ではある。

ドブ板を抜けると横須賀の中心商業地に入る。

このあたりでは少しずつではあるが市を中心に市

街地の再開発が進行している。2009年に市が「横

須賀中央駅周辺地区市街地総合再生計画」を発表

している。これによれば、この地域の課題として

「防災性の向上」「まちの魅力の創出」「住環境の

改善」が挙げられている。30年以上前に建てられ

た建物が多くあり、郊外の量販店の伸長に伴うこ

の地区の小売販売額の減少から都市型住宅地区へ

の再整備が考えられているのである。

図５ 横須賀港

図６ ドブ板通り

かつて横須賀商業の中核店舗であり近年閉店し

た西友・さいか屋の跡が現在まさに開発中の姿を

見せている。西友の跡地利用には「大滝町二丁目

地区市街地再開発組合」が立ち上げられ、これを

事業主体として現在再開発事業が完成しつつある。

すなわち、地上38階建ての超高層建築物が市街地

の真ん中に登場することとなったのである。低層

階には店舗や事業所が入り上層階はマンションと

いう複合ビルである。一方、さいか屋の跡地は巨

大な駐車場として一応活用されている。市の職員

の説明では、実は前述のような再開発に関する組

合は西友跡地の例が最初でその後は続いていない

のだそうだ。従って暫定的な土地利用の典型例と

なっているわけだが、40万都市の中心市街地に巨

大な駐車場という光景は何か物悲しいものすら感

じさせる。

図８ さいか屋跡の駐車場

図７ 再開発ビル
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中心市街地から国道16号線を横切り、しばらく

歩くと、今度は埋立地が続く地域に出る。旧市街

地から一番近いのが新港町である。ここは一番早

く昭和の終わりに埋め立てられ、三角形の新港埠

頭が作られたところであるが、その後のバブル崩

壊でしばらくは変化のなかった地区である。今で

も埠頭部分はそれほど変わり映えはないが、「よこ

すか海岸通り」と名づけられたバイパスの辺りに

は地産地消のポートマーケットや警察署、裁判所

などの行政機関が移ってきている。ただ横須賀中

央駅から歩くには中途半端な距離があり、ポート

マーケットもそれほど観光客が多いとは感じられ

ないのが現状である。

ここから海岸に沿って広がるのは「海辺ニュー

タウン」として開発が進んでいる地域である。「平

成町」と名づけられたとおり、1984年から埋め立

て工事に着手し、平成に入りニュータウンの事業

化計画が作られた街である。海岸沿いには「うみ

かぜ公園」や「海辺つり公園」などもあり、海岸

通の周辺には大規模量販店や高層マンションが連

なっている。

この地域で特筆すべきものは神奈川県立保健福

祉大学であろう。横浜市内にあった既存の県立衛

図９ ポートマーケット

図10 よこすか海岸通り

生短大と栄養短大を発展的に統合し、四年制大学

として2003年にこの地に開学した。

このように横須賀の中心部には、歩いて一日の

範囲に、日本でもかなり古くから市街化が進んだ

街の変わらない部分と変わりつつある部分、そし

て未来に向けた新しい顔などがコンパクトに集ま

っている。そこに見られる様々な特徴はまるで日

本の縮図といっても過言ではないような気もする。

図11 県立保健福祉大学
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山川菊栄が見た藤沢 －大船から藤沢を歩く－
吉 村 憲 二（県立寒川高等学校）

Ⅰ．山川菊栄と藤沢

山川菊栄は20世紀前半に芽生えた女性解放運

動を代表する人物であり、夫の山川均とともに

日本の近現代史には欠かせない人物である。山

川菊栄は1936年に現在の藤沢市村岡(当時は鎌倉

郡村岡村)に移り住んで「わが住む村」(1943年

初版)を著している。ここでは山川菊栄がみた、

当時の地域の景観や人々の暮らしをかいま見な

がら、大船から藤沢への道をたどっていきたい。

なお文中の『 』の文は、すべて「わが住む村」

からのものである。ちなみに、菊栄が住んでい

た家は、現在の藤沢市弥勒寺の村岡中学校の南

側あたりになる。

Ⅱ．東海道線沿線 ～水田から工場地帯へ～

『東海道の下り列車が大船の駅を出はずれる

と、線路の両側には豊かな水田が開け、その水

田の涯(はて)は低く起伏する山波に仕切られて

います。左手の丘陵は湘南の別荘地帯を抱いて

相模湾に臨んでいますが、右手の方は、点々と

山裾を縫う重そうな古い藁屋根の軒から、まる

で何百年この方、同じ人々が住み、同じ仕事を

くり返してでもいるように、毎朝、毎夕同じ時

刻に、同じような煙がたなびき、山々をつつむ

朝靄、夕霧の中に、同じように静かに溶け込ん

で行きます。』

菊栄の文の「豊かな水田」が開けた地域には、

現在は大きな工場や研究所が連なっており、「古

い藁屋根」が散見される「右手の方」が菊栄が

住んでいた村岡村となる。

大船駅から東海道線に沿って流れる柏尾川周

囲は低湿地で水田が広がっていた。右岸は玉縄

地区(鎌倉市)と村岡地区(藤沢市)で左岸は深沢

地区(鎌倉市)となる。玉縄は水田の畔道に由来

する地名で、深沢は湿地を示す地名である。こ

の地域に大きな工場が進出したのは戦後になっ

てからになる。

深沢地区の代表的企業は三菱電機と中外製薬

であるが、かつての最大の工場で大規模工場の

先駆けが国鉄大船工場で、1945年末に操業を開

始したが2006年をもって閉鎖された。

三菱電機鎌倉製作所は「人工衛星の鎌倉製作

所」として知られており、日本の宇宙開発拠点

のひとつである。操業開始は1962年で、防衛シ

ステム・宇宙システム・電子システムの３本柱

で数多くのエレクトロニクス製品を生産してい

る。宇宙システムの地上設備は主に尼崎の通信

機製作所が担当して、鎌倉製作所では日本最初

の実用衛星の電離層観測衛星など空を飛ぶもの

が中心である。日本のみならず世界の人工衛星

の多くに、三菱電機の機器が搭載されている。

中外製薬鎌倉研究所は日本ロシュ鎌倉研究所

として1967年に開設された。2002年に両社が合

併することにより、中外製薬鎌倉研究所に名称

を変更した。

玉縄地区から村岡地区にかけての代表的企業

は武田薬品と神戸製鋼所ということになる。

武田薬品は、藤沢市と鎌倉市の両市にまたが

る地域に1963年に湘南工場を開設した。工場は

2006年をもって閉鎖され、敷地に湘南研究所を

建設して2011年２月に竣工した。この研究所は

従来の大阪とつくばの研究施設を集約するもの

で、国内の研究拠点となる。研究所の周辺には

マンションが多数立地し、総合病院も立地して

おり、当初から反対運動がみられた。大きな理

由はふたつ。まずこの研究所が「Ｐ３」(Ｐとは

「物理的封じ込め」のこと)レベルの施設で、遺

伝子組み換え実験が行われるということだ。Ｐ

３であれば鳥インフルエンザやSARSなどのウィ
ルスを扱うことも可能である。もうひとつは、

実験動物の焼却の問題である。住民側は動物を

焼却するということに対して、精神的ストレス

を含めた諸問題を訴えてきた。この問題につい

ては2010年末に、武田薬品側は動物焼却の100％

外部委託の受け入れを発表した。住民運動が企

業の方針を動かしたことになる。

武田薬品湘南研究所と東海道線をへだてて隣

接するのが神戸製鋼所藤沢工場で、溶接事業部

門の生産拠点として1961年に開設された。

Ⅲ．村岡地区

『この村は冬暖かく、夏涼しくて凌ぎよく、
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気候がよい上に地質もよくて何でも出来、川に

沿い、海にも近いので魚介類にも不自由せず、

山が多いので燃料は豊富ですし… (中略) …、

昔から暮しよい、らくな村だったと年寄りたち

はいいます。』

『村岡という地名は、重なり合う岡のむれか

ら成立っている、この村の地勢をよく表してい

ると思います。』

村岡地区は起伏の多い多摩丘陵の末端にあた

る。現在は宅地が並び地形改変がみられるが、

高度成長期以前の地形図をみると丘陵が連なっ

ている様子がうかがえる。

武田薬品の西側にある村岡東二丁目の交差点

を北に向かい、すぐに墓地手前の路地を左折す

ると、そこに小さな石碑があり「小塚洞碑誌」

とある。交差点の西側にあたる小塚集落の耕地

は玉縄地区の裏河内(武田薬品の敷地の周辺)に

あったが、かつては集落と耕地との間には丘陵

があった。小塚集落の農民は農機具を担いで毎

日山越えをしなければならず、その苦労は大変

なものだった。そこで５人の農民が協力して、

集落と耕地との間にトンネルを掘ることにした。

1919(大正８)年に掘り始め、1923(大正12)年の

関東大震災で工事は一時中断したが、1928(昭和

３)年に開通した。現在はトンネルはなくなって

しまったが、碑誌はそれを記念したものである。

碑誌から通りに戻り、ここから北に向かって

しばらく坂道を上っていくと村岡城址がある。

『その城址というのは村第一の高地で、今は

広い畑地で三段になっており、その中でも一番

高い所は展望台のようにでも使われたものでし

ょうか。頂上からは大船、藤沢一帯の平地をひ

と目に見おろす景勝の地で、繁みに包まれた足

もとの嶮しい崖は自然の要害をなし、…(略)。』

Ⅳ．柏尾川と洪水

『柏尾川が大船駅までは改修されて、それよ

り下流は打捨ておかれたので、その地域の惨害

はいっそう甚だしいものとなりました。…(中略)

…。深沢、村岡二村の間を流れる部分は、昔の

まま、野中の流れ水の形で勝手に路を作り、堤

もないので、附近の山々谷々から流れ込む水と

一所になって、大雨の度ごとに溢れては、新し

い水路を作り、玉縄耕地はたちまち昔に還って

漫々たる湖水となってしまうのでした。』

柏尾川は、横浜市戸塚区から栄区を通って藤

沢市と鎌倉市の境界を流れて藤沢駅手前の川名

で北から流れ下る境川と合流する。かつては自

由蛇行がみられ、洪水も頻発して、周辺に低湿

地が形成された。河内や久保田などの字地名は

その名残である。1919年に堤防が完成したが、

1923年の関東大震災により堤防が破壊されるな

ど、周辺の住民は洪水対策に苦労をしてきた。

現在では洪水は減少しているが、2004年10月に

は台風22号によって大船駅の北側の横浜市栄区

長尾台町で柏尾川の水があふれて多くの家屋が

浸水被害にあった。

Ⅴ．藤沢駅

『はじめ藤沢の駅は現在の地点でなく、それ

より七、八町西に当る昔の宿場附近に、また横

須賀線との分岐点も、大船でなく、今私の話し

ているこの村、すなわち村岡村におかれる予定

だったそうです。その方が距離も短く、費用も

廉(やす)く万事都合がよかったのですが、住民

の反対に出あい、余儀なく、この二つの駅は、

人家から遠い耕地のまん中にできたのでした。

そのために両駅の付近が新開地として発展し、

藤沢の宿場も、村岡も周囲の発展から取残され

てしまいました。』

藤沢駅は1887年に開設された駅で、JR東海道

線、小田急江ノ島線、江ノ島電鉄線が乗り入れ

ている。北口・南口とも大規模店舗があり、湘

南地域でも最大の繁華街を形成している。また、

市役所や簡易裁判所などの官公庁は主に駅の北

側に立地している。また、北口から徒歩５分ほ

どのところには、ここから南にのびる江島道の

道しるべがあった。

Ⅵ．遊行寺

『いま遊行寺坂は幅の広い勾配の緩やかな坦

々たる舗道で、バスやトラックが辷(すべ)るよ

うに上り下りしていますが、これは二度も山を

切り開いた大工事のあとだからで、二度めはつ

い十年余り前のことでした。舗道の両側に切立

っている数十尺の山の上が昔の街道の高さで、

道幅の狭い、崖のように急な、岩だらけの坂道

を重い荷をもって上りおりする旅人の苦労はな

かなかのものでした。そこで雲助や人夫がいく

らでもいるのでした。』
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『毎月二十三日は時宗の総本山、藤沢の遊行

寺の縁日で、これは村には何の娯楽もなくなっ

た今、年寄りの唯一の楽しみで、昔から毎月お

詣りを欠かさない人もあります。殊にその歳の

市は盛んなもので昔は近郷近在からの人出で賑

わいました。藤沢は宿場町で、この附近の経済

的中心でしたし、周囲は農村でしたから、あら

ゆる物資が集中しますが、特に農具が主で、こ

れは今日までその伝統を保っています。』

藤沢は宿場町でもあり門前町でもある。もと

もとは遊行寺の門前町として生まれて宿場町に

発展した。安藤広重の東海道五拾三次の「藤澤」

では遊行寺が中心に描かれているように、遊行

寺は常に藤沢の象徴であった。戸塚宿から西へ

向かうと、藤沢宿の手前で下り坂になる。この

坂は遊行寺坂と呼ばれ、この坂を下って右側に

遊行寺がある。遊行寺の正式名称は「藤澤山(と

うたくさん)無量光院 清浄光寺(しょうじょうこ

うじ)」で、一遍上人が開いた時宗の総本山であ

る。藤沢の地名はこの山号からとられた。

遊行寺から境川に沿って右岸を下ると、やが

て道は南に向かう。この道が江島道で、健脚で

あれば１時間半ほどで江の島に着く。江戸時代

の庶民の楽しみに大山詣があった。江戸から矢

倉沢往還を通り、大山の阿夫利神社に参拝した

後、現在の田村(平塚市)を経て遊行寺に詣でる。

その後、江の島に向かい江の島弁財天を拝み、

鎌倉、金沢八景や川崎大師を訪れるのが定番コ

ースのひとつだったとされる。また、江の島に

は遊郭があり、そこで遊ぶことを目的に江の島

に向かった者も多かったという。

Ⅶ．藤沢宿

『世が変ると大名行列はなくなり、お伝馬(助

郷)もなくなり、万事手軽にはなりましたが、街

道の様子はすぐには変りませんでした。相変ら

ず、菅笠に手甲脚絆の旅人も通れば、駕籠も通

り、雲助は大きな荷を担ぎ、馬子は鼻唄まじり

で馬を曳いて行きました。明治五年に新橋から

横浜までは汽車が通じましたが、それより先は

まだ昔のままでした。もっとも汽船ができたの

で、大阪へは横浜から汽船を利用する人もふえ

ましたが、東海道を旅する人は昔の通り、宿場

宿場で休んだり、泊ったりして歩きました。駕

籠も明治七、八年までは残っていましたが、人

力車がだんだんふえてきて、旅人はかつての馬

や駕籠のように、宿場宿場で、人力を乗り継い

で五十三次を東京へ向かいました。』

藤沢宿は東海道五十三次の第六宿にあたり、

1601(慶長６)年に設置された。東は遊行寺のあ

たりから西は現在の伊勢山橋(小田急江ノ島線藤

沢本町駅付近)あたりの約１kmほどの区間であ

る。現在の市民病院から公民館にかけては「御

殿」という地名があり、このあたりは江戸時代

初期には徳川家の宿泊施設があり、家康・秀忠

・家光が30回ほど宿泊した。その後は宿場町と

して整備された。1843(天保14)年の記録では、

住民は4,089人、家屋数は919、本陣と脇本陣が

それぞれ１軒ずつ、旅籠が45軒あった。中心は

現在の消防署のあたりで「問屋場跡」という標

識がみられる。道路をはさんだ反対側を遊行寺

側に少し歩いたところに「蒔田本陣跡」がみら

れる。

残念ながら旧藤沢宿に当たる地域では、昔な

がらの町並みが残っているわけではない。とこ

ろどころに藤沢市教育委員会が設置した説明板

や標識が見られるくらいである。ただ、寺院や

神社が集中していることは、この地域がかつて

の中心で賑わっていたのを示すものだといえる。

その中でも永勝寺の境内には飯盛女の墓がある。

1861(万延２)年に旅籠１軒に２名の飯盛女を置

くことが許された。寺の境内に何人もの飯盛女

の墓があり供養されている例は珍しい。
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横浜市磯子区臨海部の巡検
井 上 達 也（県立鶴嶺高等学校）

はじめに

地理分科会では、ここ数年、新たに部会に加

わった新採用の方や、採用２～５年目の方々が、

神奈川県について学べる機会を作ろうと、様々

な試みを行っている。中でも、地理の基本であ

る巡検は、まさに「百聞は一見にしかず」、神

奈川県内を知るには最も手っ取り早い方法であ

る。今年度は、８月の横須賀巡検(地域研究委員

会)、12月の茅ヶ崎西浜周辺浜見平・柳島巡検(野

外調査委員会)、今回の磯子巡検(地域研究委員

会)、そして３月座間高校で実施される研究発表

大会での座間高校周辺相模川河岸段丘の巡検と

計画、実施している。

次の指導要領の新科目である「地理総合(仮

称)」では、「観察・調査・見学」を取り入れた

授業の実践が求められている。そこで、身近な

地域の巡検を通じ、授業研究をし、地域を見る

目を養い、授業実践へのヒントをつかんでいた

だけると幸いである。

１．磯子区の海岸埋め立て

「磯子の史話」(磯子区制50周年事業委員会編,

1978年)や磯子区のHPによれば、根岸湾(本牧か

ら屏風ヶ浦にいたる海岸線)の埋め立ては、1873

(明治６)年掘割川掘削の残土で、掘割川河口(現

在の動物検疫所、ヤマダ電機付近)に波止場が作

られたのが最初で、以後現在の国道16号線の開

通に伴う埋め立てや、軍需工場建設のための杉

田の地先の埋め立てなど、戦前も徐々に埋め立

てが進んだ。また、桜木町と大船を結ぶ鉄道の

建設(桜大線、現在の根岸線)計画もあったが、

太平洋戦争の激化もあり実現には至らなかった。

戦後になり、日本の工業が急速に復興、発展

すると、根岸線の開通とセットで、根岸湾の埋

め立て事業が再浮上した。当時、この一帯はノ

リ養殖や、カレイ・アナゴ漁の好漁場であった

ため、事業主体の横浜市と漁民との対立も激化

した。

結局、横浜市の発展という観点で、漁民も反

対を取り下げ1959年から根岸から杉田にいたる

埋め立てが着工された。また根岸線も1964年に

桜木町から磯子までが開通した。今回の巡検で

は、この埋立地に進出した日清製油(現 日清オ

イリオグループ株式会社)の磯子事業場の工場を

見学し、その後旧横浜プリンスホテルの跡地の

海岸段丘から、埋め立て地をはじめとする、根

岸湾の海岸線を観察した。

２．植物油の原料と製造工程

磯子区巡検には、県内各校の教員、分科会OB

図１ 日清オイリオ磯子事業場正門から
奥に見えるのが穀物貯蔵用のサイロ

図２ 磯子事業所全景

同社ギャラリーの展示より



- 29 -

を含め19名に参加いただいた。数多くの方が参

加した理由はやはり、普段はなかなか個人では

入ることができない工場見学がセットされてい

たことだと思う。今後も、県内各所の工場をリ

クエストに応じ見学していくことを考えている。

集合は磯子駅の改札前、そして駅を出て、歩

道橋を渡るとそこが工場の正門となる。まさに

磯子駅の目と鼻の先である。

入場後説明を受け、見学者向けDVDを見てか
ら工場見学はスタートした。新年明けてすぐと

いうこともあり、原料である菜種や大豆を砕い

たりする工程は見ることはできなかったが、原

料の荷揚げや製品を充てんする工程を見学でき

た。

磯子事業場には、専用の荷揚げ岸壁があり、

７万トンクラスの貨物船まで接岸可能とのこと。

この日は、５万トンクラスのバルクキャリア(バ

ラ積船)が入港中で荷揚げ作業を行っていた。積

み荷は大豆で、アメリカからパナマ運河を経由

して輸送してきたとのこと。真空式の吸引装置

で吸い上げ、アンローダー(ベルトコンベヤー)

でサイロに貯蔵されるが、荷揚げだけでも数日

かかる。またサイロの数は191もあり、11万１千

トンの貯蔵能力がある。この規模は、日本最大

級である。

磯子事業場では、現在搾油しているのは大豆

と菜種(キャノーラ)の２種類で、大豆は主にア

メリカ、ブラジルから、菜種はカナダ、オース

トラリアからの輸入が多く、原料産地は収穫時

期によって変えている。それ以外のパーム油や

コーン油などは、生産地で搾油した原油を輸入

して、この事業所で精製、瓶詰めをして出荷し

ている。オリーブ油などは、生産地で瓶詰めし

製品の形で輸入している。このように、原料と

なる作物によって製造場所や工程を使い分けて

いるのは、生産費のコストを抑えると同時に、

食用油の酸化を防ぎ鮮度を保つためでもある。

食用油以外の製品も、多岐にわたる。もちろ

ん、ドレッシングや植物油に由来する化粧品の

原料もあるが、大豆や菜種から副生する搾りか

すで、飼料や肥料も生産されている。飼料は、

小型船に積載して北海道に直送され、肥料とな

る油粕はトラックで関連工場に輸送される。磯

子事業場では植物の種を、廃棄するようなもの

も含め、無駄なく活用している印象を受けた。

３．充填から出荷へ

工場見学の後半では、スーパーなどで見慣れ

た、取手つきのポリタンクへのキャノーラ油の

充填の工程と、出荷の様子を見た。食用油の酸

化を防ぐために窒素も封入するのだが、その技

術は企業秘密であり、特許技術とのことで、そ

れもあって工場内は撮影がすべて禁止であった。

充填作業はすべて機械化され、当日は７名とい

うわずかな人数の作業員で大量の製品が製造さ

れていた。ボトルが流れていく随所にセンサー

が置かれ、小さな異物すら見逃さないように作

業を監視しているが、最後の最後は人間の目で

点検している状況を見、見学者一同感銘を受け

た。と同時に、食品産業の製品管理体制の厳密

さにも驚いた。

出荷される製品は、商品の用途に応じペット

ボトル、一斗缶、そして揚げ物専門店向けには

タンクローリーで全国に向け出荷されている。

工場見学後は、同社のウェルネスギャラリー

(展示施設)で食用油製造のみならず、昔の宣伝

ポスター、埋め立て前の磯子の海の写真展示も

図３ 世界の様々な油料作物の展示

日清オイリオウェルネスギャラリーにはべに

花、ゴマ、亜麻仁、綿実、コプラ、ひまわり、パ

ーム、グレープシードルなどの実物が展示されて

いる。



- 30 -

含めた磯子事業場の歴史、油を使った料理法な

どなど、興味深い展示を見ることができた。も

し生徒を引率できれば、食用油に関する様々な

知識を伝えることができると感じた。

４．横浜プリンスホテル跡地より埋め立地を臨

む

磯子の台地上にあった横浜プリンスホテルは、

2006年６月末日営業を終了した。1954年に西武

が東伏見宮別邸を買い取り、ホテルをオープン

させて50余年でその歴史の幕を下ろした。クレ

ージーキャッツ主演の映画「日本無責任時代」

のラストシーンには、このホテルが登場し、往

時の状況をうかがうことができる。映画に映る

昔の風景の中には、根岸の石油タンクは見える

ものの、眼下に工場の建物はなく、海岸が広が

り風光明媚な土地柄であったことが確認できる。

バブル経済絶頂期、1990年に建て替えられ新

たに開業した横浜プリンスホテルであるが、そ

の後は西武グループの損失補てんのため外資に

売却され、ホテルは解体された。そして、跡地

に東京建物を事業者として、マンションが建設

された。

マンションの建つ場所は洪積台地で海岸段丘

地形を観察できる。マンションに上がる道は急

傾斜で、住民の利便性を確保するため、台地を

くり抜きエレベーターが建設され(図４)、住民

の足となっている。

今回の巡検では、このエレベーターを使い台

地上に上り、埋め立て地ならびに横浜の海岸線

を観察することができた。

図４ブリリアシティー横浜磯子行エレベーター
スイカ、パスモなどのプリペイドカードで入

場する。料金は50円。住民以外の利用も可能。

５．洪積台地の地形

巡検の時は、洪積台地についてあまり触れる

ことができなかった。また、資料等の準備も間

に合わなかったので、ここで簡単な説明を加え

る。ご存知の方も多いことは承知しているが、

念のため。

横浜は坂道が多いが、その理由は洪積台地が

市域の大半を占めるからである。洪積台地が形

成された地質年代は、新生代第四期の更新世(約

260万年前～１万年前)の時期で、間氷期(現在よ

りも海面が上昇した時期)に、箱根火山などの火

図６ 台地上から本牧方面を望む
手前のマンションの建っている場所は埋め立て

地。ペリー艦隊のミシシッピ号の名に由来し、か
つて根岸湾は外国人からミシシッピベイの愛称で
親しまれた。

図５ マンション下の急崖
かつては波打ち際で、波によって削られた海

食崖の様子がわかる。関東大震災のときにはこ
の近辺の崖が崩壊し、多くの人的被害があった。
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国土地理院発行 1/25,000地形図「戸塚」昭和51年第２回改測・平成19年更新
より一部引用(縮尺は拡大)。

山灰が海底などに堆積し、やがて海面の低下、

地盤隆起によって台地が形成された。今回訪れ

た磯子駅西側の台地は、戦後の埋め立て以前は、

現在の国道16号線付近まで海が迫っており、波

によって海食崖が作られ、切り立った崖の上に

平坦な台地が広がっていた。

「横浜の地質調査」(地質調査所,1982)によれ

ば、この地域の台地は、相模層群の屏風ヶ浦層

に覆われ、層の厚さは約60mとのこと。また、屏

風ヶ浦層とは、磯子・戸塚から厚木、大磯丘陵

にかけての内湾に堆積した火山層のことである。

終わりに

今回の巡検では、私が住む地元磯子の極々狭

い地域を対象に行った。巡検を計画するにあた

り、事前に磯子駅付近を歩き、また地元の区史

を読むなどの準備をした。事後には地形の論文

を引っ張り出して、久しぶりに「第四紀研究」、

「火山灰編年学」などなどの懐かしい言葉に出

会うことができた。十分とは言えないが、１回

の巡検で学ぶことは多く、いい勉強になったと

感じている。

私たち地理の教員にとって、巡検は授業の基

本である。また、調査地域に関しても、職場で

ある学校の周り、居住地周辺、通勤経路など、

ネタはいくらでも転がっている。ちょっとでも

気になったことがあれば、是非調査して、巡検

を企画して、生徒を連れ出してほしい。

地理分科会では、今後もミニ巡検を企画して

いるので、ここはと思う地域があれば、お知ら

せください。同時に巡検を計画していただける

となお幸いです。

図７ 旧東伏見宮別邸
プリンスホテル時代には迎賓館として、

現在はレストランとして利用されている。
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地理学力テストと2015年度の問題について
伊 藤 直 樹（栄光学園高等学校）

はじめに

県一斉テストが2012年度で終了してからも、

地理分科会テスト委員会では、授業や実力テス

トで使用することを前提とした学力テスト問題

を作成している。

今年度も特定テーマによる大問が、小問10問

からなる、という構成は従来と同様である。し

かし作問委員の減少という、他の委員会と同様

の悩みのなかで、今回の大問６問では、全体と

しての「基本問題」と「発展問題」の分類はや

め、地誌的傾向の強い４問について、基本的な

事項を確認することを中心とした「基本」を２

問、大学入試センター試験程度の内容を含む「発

展」を２問という位置づけをしている。とりあ

げる世界の地域については、今までと異なると

ころを含めて選んだ。また将来に想定されるさ

まざまな出題への対応として、今までの出題範

囲とは異なった視点での問題もとりあげた。

問題と解答は別フォルダーに全問収められて

いるので、そちらを参照願いたい。なお12月に

各校に送付した問題の印刷物で、【４】の最後

の部分に、出題とは関係のないMadridの雨温図
が入っていた。これを削除し、その他解答に影

響のない範囲での字句の修正を行っている(ホー

ムページ掲載分も同様)。関係の先生方にご迷惑

をおかけしたことをお詫びします。

昨年度以前の分の問題も『地理紀要』や地理

分科会のホームページに掲載されているので、

問題の使用にあたっても、今年度のもののみに

とらわれる必要はない。たとえば昨年度以前の

分と今年度分から任意の大問５題をえらび、全

部で小問50問から構成される組合せを作成し、

必要に応じて問題を改変していただければ、オ

リジナルなテストとして実施できる。ホームペ

ージ掲載分については、パスワードが必要なの

で、不明の場合はお問合せいただきたい。パス

ワードは１度入れれば複数年度分、閲覧可能で

ある。今後も可能な範囲で毎年問題を蓄積する

ことを目指してゆきたい。

【１】人口，都市・村落，生活文化，民族・宗

教(東南アジア)［基本問題］

この大問は、人口、都市・村落、生活・文化、

民族、宗教に関する問題で構成されている。東

南アジアなどでは多様な文化が流入し、その生

活の様子も様々である。東南アジアの問題であ

るが、他の地域のことも合わせて把握させたい。

問１ 旧宗主国であるイギリスではないことに

留意したい。

問２ 解答の②について、スイスの首都はベル

ンにおかれ、チューリヒ、ジュネーブのほかに

もバーゼルなど有名な都市が多い。その他、有

名な首都の移動の例として、ナイジェリアのラ

ゴス→アブジャなどがある。

問３ 宗教別人口割合は、東南アジアの各国で

は大きく異なるが、旧宗主国との関連など歴史

的背景を踏まえて捉えさせたい。

問４ 東南アジアの食文化は多様であるが、ナ

ツメヤシは砂漠気候のもとで作られる作物で、

西アジアなどで栽培が目立つため、このような

食文化は見られない。

問５ ［設問１］首都が人口最大の都市でない

国がわかればすぐに解答できる。他にニュージ

ーランドなども人口最大の都市が首都とはなっ

ていない。［設問２］②の文章は先進国の都市

で見られる現象について述べた文である。

問６ ブミプトラ政策についてはマレー人を優

遇した結果、少数の後から移り住んだ人たちが

反感を持ったことなども合わせ、捉えさせたい。

問７ ベルギーはオランダ語とフランス語、ド

イツ語を公用語としている。話者が多いのはオ

ランダ語、フランス語である。

問８ 人口ピラミッドの出題は選択肢の各国で

その形状が異なることについて触れた上で、そ

の変化の背景なども合わせておさえておくとよ

いだろう。

問９ ④が示すのはポンチョであり、アンデス

地域で見られる。東南アジアの気候がわかれば

このような服装は通気性が悪いため適さないと

判断できる。
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【２】地誌 東アジア(中国)［基本問題］

中国の地誌について、自然から産業、歴史ま

で幅広く出題した。ほとんどの問題が教科書記

載事項からの出題であるので、定期試験で出題

されるには適当なレベルであると思われる。

問２ ①ナイル川、②アマゾン川、④ミシシッ

ピ川の説明である。

問３ ①北京、②上海、④重慶の説明である。

問５ 一人っ子政策もいよいよ転換を迎えるが、

現在までの状況から考える。

問７ １位が中国、２位がインドという組合せ

の農産物がいろいろあることにも注目したい。

問９ 四川料理を示している。

問10 経済特区は、改革開放政策のひとつとし

て、外国企業の誘致を目的とした地域で、華南

を中心とした沿岸部の５都市を指定している。

【３】地誌 南アジア(インド世界)［発展問題］

地理分科会のホームページにはまだ取り上げ

られていない地域である。発展問題と位置づけ、

２段階の思考を要する問題も含んでいる。

問２ ［設問１］①スリランカ、②パキスタン、

③ミャンマー、④ネパールで、ミャンマーは昨

年選挙で話題になった。

問３ ［設問１］選択肢にない、もう一つのプ

レートはインド・オーストラリアプレートであ

る。［設問２］インド半島の西岸は夏季のモン

スーンで降水量が増加、いっぽうＡ付近は砂漠

気候である。

問４ ［設問１］レグール土に関して、２つの

問いが組み合わされている。［設問２］作物は

ジュートである。

問６ ＹはIT産業の拠点、バンガロールの位置
である。

【４】地誌 ヨーロッパ ［発展問題］

ヨーロッパ地誌の問題であるが、特に第二次

世界大戦後の統合過程の理解が基礎にあるもの

として出題されている。

問１ 戦後のヨーロッパ統合の核となる組織の

確認の問いである。

問２ ヨーロッパ各国の理解が問われる問題で

ある。①1973年加盟、酪農国ということからデ

ンマーク。②2007年加盟、ラテン系住民の多さ

と少数民族ロマからルーマニア。③1986年加盟、

オリーブなどの樹木性作物からスペインまたは

ポルトガル。④原加盟国、国土の北部と南部で

民族・言語の違いからベルギー。

問３ 2004年加盟の10か国の理解を問う問題で

あるが、各国の位置関係を把握しておきたい。

問４ 原加盟国は必須事項。

問５ EU構成国でありながらユーロ未導入の国
は要チェックである。

問６ EU加盟国間の経済格差、各国の状況理解
が問われる問題である。日頃からニュース・新

聞などで情報を得ておきたい。

問７ ヨーロッパ南部でみられる地中海性(Cs)
気候の特色、すなわち夏が高温乾燥で、冬には

温暖湿潤となることを理解しているかが問われ

ている。

問８ ヨーロッパ各国における民族や風土の違

いから、各地で独特の祭りが行われていること

が問われている。Ⅰはスペイン北部のナバーラ

州の牛追い祭り(サンフェルミン祭－毎年７月上

旬)、Ⅱはドイツのオクトーバーフェスト、Ⅲは

ブルガリアのバラ祭(毎年６月上旬)の写真であ

る。

【５】地図と地域調査

千葉県北部の手賀沼周辺、我孫子市中心部と

柏市にまたがる地域をとりあげた。

問１ 手賀沼沿いと20mの等高線との間にもう
一本等高線があるので、それが10mの等高線に
なる。

問２ 問１で25,000分の１だと確認できれば容

易。

問３ ④「箕輪」集落が着色されているので、

樹木に覆われている集落であることがわかる。

問５ ［設問１］Ｃの天王台周辺は台地上の新

興住宅地。

問７ ①柏市の人口は我孫子市の３倍以上であ

るが、面積は３倍以下。②柏市は約２万人の増

加、我孫子市は約1,000人の増加。③人口に対す

る割合なので、割合は我孫子市の方が高くても、

人数は柏市の方が多い。④増加人口は約1,000人

なので約１％の増加にすぎない。

問８ ①の横浜市旭区と②の小金井市は台地上に

位置する。また、④の千葉県中央区は都市化と

宅地化がすすんでいる。③の地図の北東部に「大

落古利根川」とあるので北関東であるという判
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断が可能。

【６】空間把握

今までの出題範囲とは異なった視点での出題

である。地理でよく用いられる距離・面積・緯

度・標高・方位といった内容について、身近な

空間感覚や計算結果から考えてもらいたい問題

とした。

スタディオンという単位は、もともとは時間

の経過から長さを決めるという発想があるが、

時間と長さの関係ということがらを身につけて

おくと、見当のつきやすいこともある。たとえ

ば、マラソンは２時間余りで、40km余りの距離
を走り、時速は約20kmであることなど。もっと
壮大なものとしては、大陸が移動した距離も時

間が経つほど大きくなる。

問１ 人間は２分間でどのぐらい歩くのだろう

か。不動産の広告で使うのは分速80mであるが、
ここでは分速90mとやや速足である。
問２ 神奈川県付近での実際の距離感覚がある

といい。都心から横浜駅まで20数kmである。
問３ 日本の面積は知っておきたい事項で、そ

こから計算により求めればよい。

問４ 問いから北回帰線付近(地軸の傾きに相

当)ということを判断させたい。

問５ 日本各地の緯度もおよその見当がつくと

よい。関東地方の都市(横浜や東京)の緯度や北

緯40度の位置などから判断する。なお①広島は

経度で約７度の差がある。

問６ エラトステネスによる地球の大きさの測

定は有名な話だが、ここでは問１の解答より計

算で求める方法 180/1000(km)×5000×7/360≒
46,286(km)が、知識として持っている地球１周
約40,000kmと照合できるとよい。
問７ 関東地方各県の最高峰の高さで、①千葉

県(愛宕山)、②茨城県(八溝山)、③神奈川県(蛭

ヶ岳)、④埼玉県(三宝山：甲武信ヶ岳の近く)を

あらわしている。

問８ 数値の知識というより、各国の面積の見

当がつけられるとよい。神奈川県(2416㎢)に対

し、①クウェート(1.8万㎢：四国とほぼ同じ)、

②シンガポール(716㎢:奄美大島とほぼ同じ)、
③デンマーク(4.3万㎢：九州より大きい)、④ル

クセンブルク(2,586㎢:神奈川県に近い)である。
問９ 300(km)×1000×100/1.5と求めればよい。

年間１～２cm広がるという速度は、ひろがる境
界で一般的にみられるものである。

問10 うっかり南東と答えてしまいがちだが、

東京・アテネともに北半球にあり、それを結ぶ

大圏航路を考えればよい。東京中心の正距方位

図法からアテネ中心の正距方位図法が想像でき

るとすばらしい。地図ソフトを使って作成して

みるのも一興である。

現在ホームページから閲覧・使用が可能な問題

内容

2014年度

基本

１ 地図と地域調査(世界地図と地形図)

２ 自然環境(ユーラシア)

３ 地誌 オセアニア・南アメリカ

発展

１ 地図と地域調査(地形図：金沢)

２ 自然環境(北アメリカ)

３ 人口，都市・村落／生活文化，民族・宗教(マ

レーシア)

４ 地誌 南北アメリカ

2013年度

基本

１ 地図と地域調査(地形図：境港)

２ 自然環境(世界および日本／総合的出題)

３ 人口，都市・村落／生活文化，民族・宗教(ヨ

ーロッパ)

４ 地誌 アジア・アフリカ

発展

１ 地図と地域調査(地形図：富士宮)

２ 自然環境(ヨーロッパ)

３ 人口，都市・村落／生活文化，民族・宗教(ヨ

ーロッパ)

４ 地誌 アジア・アフリカ

５ 地誌 北アメリカ
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港北ニュータウンミニ巡検
小 川 剛 史 （サレジオ学院中学校・高等学校）

2015年8月26日(水)、雨上がりの午後、横浜市

営地下鉄ブルーライン・グリーンライン「セン

ター北駅」に集合し、12名ほどの参加者と共に

港北ニュータウンミニ巡検を行った。当日の行

程は次の通りである。

横浜市営地下鉄ブルーライン・グリーンライ

ン「センター北駅」 → 大塚・歳勝土遺跡公

園 → 緑道くさぶえのみち → 横浜市営地

下鉄グリーンライン地上部の歩道 → 山田富

士 → 横浜市営地下鉄グリーンライン「北山

田駅」

センター北駅は、横浜市営地下鉄３号線新

横浜－あざみ野間の開通にともなって1993

年に開業した。今でこそ、観覧車が目を引く「

モザイクモール港北」(2000年開業、都筑阪急)

や「ノースポート・モール」(2007年開業)、「港

北みなも」(2007年開業)、「ルララ港北」(2008

年開業)、「YOSTUBAKO」(2011年開業)、「プレ
ミアヨコハマ」(2013年開業)などにより港北ニ

ュータウン最大のショッピングエリアとなって

いるが、15、6年前は、1998年開業の「ショッピ

ングタウンあいたい」が駅ビルとしてポツンと

存在するだけであった。横浜市営地下鉄は、横

浜方面の隣駅センター南との900ｍは、「地下鉄」

ではなく高架となっている。この高架橋の下は、

写真１ センター北駅前(2015年11月撮影)

「みなきたウォーク」という遊歩道で、センタ

ー北駅－センター南駅を結んでおり、都筑区民

まつりなどのイベント会場の一つとしても利用

されている。今回の巡検では足をのばさなかっ

たが、センター北駅とセンター南駅の中心(セン

ター)は、鶴見川水系の一級河川早渕川である。

その早渕川に架かる「みなきたウォーク」の橋

がその名も「センター橋」である。

「みなきたウォーク」を歩き、向かった先は

大塚・歳勝土遺跡公園である。大塚・歳勝土遺

跡公園は、横浜市の小学生が必ず訪れるといっ

ても過言ではない横浜市歴史博物館に隣接した

遺跡公園である。弥生時代の環濠集落跡の大塚

遺跡と、大塚遺跡に住んでいた人々の方形周溝

墓群の歳勝土遺跡の２つの遺跡からなる公園で

ある。大塚遺跡では、85棟の竪穴式住居跡と10

棟の高床式倉庫跡が発見されている。ニュータ

ウンの開発により失われている部分もあるが、

濠や竪穴式住居、高床式倉庫などの一部が復元

されている。また、公園内には、江戸時代中期

の古民家(都筑民家園)が移築されており、区民

のイベントなどに利用されている。

大塚・歳勝土遺跡公園から、蔵が残る旧家と

住宅展示場のようなさまざまなタイプの住宅が

建ち並ぶ新興住宅地区のコントラストを見るこ

とができる牛久保東地区を抜け、緑道「くさぶ

えのみち」に入った。都筑区内には、全長15㎞

写真２ 竪穴式住居等が復元されている大塚

遺跡
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に及ぶ公園と公園を結ぶ緑道が整備されており、

区民の憩いの散歩コースとなっている。都筑区

ホームページでは、「都筑の美しい緑道と公園を

巡る健康づくりコースマップ」と題してウォー

キングマップを掲載している。

「くさぶえのみち」から歴博通りに出て、横

浜国際プール方面に進むと右手に見えてくるマ

ンション群は、「ビュープラザセンター北」(UR
都市機構)である。このマンション群と日産プリ

ンス神奈川港北ニュータウン北店の間の地下を、

2008年に開業した横浜市営地下鉄グリーンライ

ンこと横浜市高速鉄道４号線が走っている。

「北山田しゃぼんだま公園」に至る路地と、そ

の先にある「港北ニュータウン山田富士公園ハ

イツ」(UR都市機構)を右手に進む遊歩道は、ま
さに横浜市営地下鉄グリーンラインの地上部で

ある。

写真３ この遊歩道の地下をグリーンライ

ンが走る

グリーンライン地上部を歩き，県道荏田綱島

線をくぐると，山田富士公園である。山田富士

公園に隣接しているのが横浜国際プールである。

山田富士公園は，その名のとおり山田富士とい

う富士塚が残る公園である。山田富士は，平成

８年に横浜市地域史跡に指定されており，横浜

市教育委員会設置の説明書きによると，江戸時

代の文政年間(1818～30年)には高さ30ｍの塚と

して存在していたそうだ。ちなみに，都筑区に

は，この山田富士の他に，池辺富士，川和富士(復

元)の３つの富士塚が残っており，この周辺では

かつて富士信仰がさかんであったことがうかが

える。この山田富士を「下山」するとそこは横

浜市営地下鉄グリーンライン「北山田駅」であ

る。

横浜市営地下鉄ブルーライン・グリーンライ

ン「センター北駅」からグリーンライン「北山

田」の１駅分の港北ニュータウンを歩く約１時

間30分のミニ巡検であった。１駅分ではあるが，

弥生時代から平成まで，環濠集落から農村へ，

そしてニュータウンへと約2000年間の土地利用

の変遷がわかる巡検となった。
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図 巡検ルート周辺の地形図 国土地理院 1万分の１地形図「鷺沼」より引用

昭和59年編集 平成17年修正版(縮尺は縮小）。

注 2005(平成17)年版なので、グリーンラインはまだ未開通である。
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在日外国人社会の変遷と現状 －在日チャイニーズを中心に－
野 村 進（ノンフィクションライター・拓殖大学国際学部教授）

＜講師プロフィール＞
1956年、東京都出身
1981年にデビュー作の『フィリピン新人民軍従
軍記』を発表。以降、アジア・太平洋地域、先

端医療、メディア、事件、人物・企業論などの

分野で執筆活動を続ける。

＊主な著書

『コリアン世界の旅』(大宅壮一ノンフィクショ

ン賞、講談社ノンフィクション賞)

『アジア 新しい物語』(アジア太平洋賞)

『救急精神病棟』

『日本領サイパン島の一万日』

『千年、働いてきました 老舗大国企業ニッポ

ン』

『島国チャイニーズ』

『千年企業の大逆転』

『解放老人 認知症の豊かな体験世界』

１．在日コリアンと在日チャイニーズの人口比

較

外国人登録者数は、これまで１位だった韓国

・朝鮮籍は、ここ24年で18万人以上も減少して

いる。一方で、２位であった中国・台湾籍は、

５倍以上に急増している。両者の逆転は2007年。

以下、フィリピン人、ブラジル人、ベトナム人

と続いている。中でも、ベトナム人、フィリピ

ン人は年々増加傾向にある。韓国・朝鮮籍が減

少している理由としては、在日コリアンの９割

が日本人と結婚し、日本国籍を取得している現

状がある。

２．中国人留学生の実像

2014年５月１日時点で、来日している留学生

18万4,155人のうち、51.3％が中国人。以下、ベ

トナム人、韓国人と続く。中国人留学生、日本

への留学のきっかけは、日本のアニメやゲーム、

ファッションである。中国人留学生の多くは、

「過去は過去、現在は現在」「国は国、人は人」

と考えており、ほぼ全員が親日、もしくは好日

である。が、留学して反日となる場合もある。

コンビニエンスストアや居酒屋でアルバイトで

きるくらい日本語が出来る留学生が、客に名札

を見るなり「日本人に代わって」といわれるな

どの差別を受けることもある。かつては、将来

は中国に帰るという留学生が多かったが、日本

に残って日本で働く留学生が多くなっている。

３．新しい在日チャイニーズ像

日本で活躍する在日チャイニーズたち。劇団

四季の劇団員にチャイニーズが多い。完全実力

主義であり、北京や上海で募集をすると優秀な

人が応募してくる。作家の楊逸(ヤン・イー)は、

『時が滲む朝』で、外国語を母国語とする作家

として芥川賞初受賞した。日本で大学教授・准

教授になったチャイニーズは、約2,600人で、ア

メリカよりも多い。

中華学校で学ぶ子どもたち。現在４分の３は

日本国籍の子どもたち。１割は両親ともに日本

人という子どもが増え、様変わりしている。躾

が厳しく、中国語が学べ、中国語を大学受験で

使うことが出来るなどがおもな理由。

農村花嫁。山形では外国人出身の妻が2,000人

を超え、その半数が中国人である。子連れで来

ることも多く、統計こそはないが、６～７割が

うまくいってないとの見方もある。間にブロー

カーが入ることにより、問題が複雑化している。

ブローカーは、中国人女性に対しては、日本人

の夫の親とは同居しなくてもよいなどと伝え、

日本人男性に対しては、夫に尽くす人が多い、

日本語が出来るなどと伝え、子連れであること

は伝えない。中国人女性は、日本＝都会という

イメージを抱き、いざ来日してみると、自分の

故郷よりも田舎で、70～80歳の夫の両親と同居。

さらに、その両親からは見下されるといった現

状。中国に、夫・子どもを残しているので、１

週間くらいで農村から姿を消し、東京へ行って

水商売に就く。ある程度稼いだところで、入管

に出頭し強制送還ということもある。

池袋チャイナタウン。池袋チャイナタウンは、

横浜や神戸と違い、自然発生的に出来ていった。

中国系の店舗数は200件以上、中国語新聞約10紙

ある。北口の雑居ビルのポストを覗くと中国系
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の店舗ばかり。中華料理店に行くと「ランチ600

円食べ放題」のような店もあり、客は日本人は

ほとんどおらず、国内にいる中国人がレジャー

として訪れている。中国語新聞は、司法書士・

弁護士の広告が多い。

４．取材での驚き・発見

① 中国人よりも日本人を信頼している

カウンセラーは、ほぼ100％日本人を選ぶ。「中

国人はウラがある」「相談事をすると、回りまわ

って自分に不利益が生じる」「利用される、つけ

込まれる」と考えている。骨の髄まで不信社会

となっている。一方で、日本の信頼社会を感じ

る。

② 国籍・名前への対応が在日コリアンとは全

く違う

日本国籍、日本名、元号の使用に抵抗感がな

い。日本球界で活躍した王貞治と張本勲、金田

正一、実力勝負の世界でしか生きられない、在

日の生存競争の過酷さがある。

③ 日本のよさを理解して積極的に取り入れる

池袋の中国人経営の保育園、自動車教習所、

どちらも女性経営者で、その根底にあるのは相

互信頼と助け合いの精神。“あとから来る中国人

に同じ思いをさせたくない”という気持ちがあ

る。自動車免許取得は、移動の自由を手に入れ

ることを意味する。中国人の友人に会いに行く

ことが出来るようになる。中国祖国で失われた

信頼と助け合いの精神、中国文化の再発見があ

る。

５．在日チャイニーズとどうつきあうか？

日中カップルの悲劇や最近の事件にみる在日

外国人たちは、社会の最下層に追いやられてし

まっている傾向がある。われわれ日本人が在日

チャイニーズに対し、“反日”というレッテル貼

りをしてしまっている危険性がある。反日であ

ったらこれだけ多くの中国人が日本に観光でや

ってくるはずはない。留学生を“知日派”に育

成するところから始まる。

（文責：サレジオ学院高等学校 小川剛史）

＜付記＞
本稿は、2015年５月20日に地球市民かながわ

プラザで開催された講演会記録で、『社会科部会
報』第77号から再掲したものである。

＜参考＞

今回の講演内容をもっと詳しく知りたい方や

さらに深めたい方には、野村先生の著書『島国

チャイニーズ』(講談社)をお薦めします。

第一章の「劇団四季の中国人俳優たち」、第二

章「日本で大学教授になる中国人」…というよ

うに、具体的な取材先への綿密なインタビュー

をもとに校正されています。日本にいるチャイ

ニーズのさまざまな思いが伝わってきて、考え

させられることの多い一冊でした。

（県立小田原高等学校 能勢博之）
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